
令和 6 年度

獣肉解体処理施設増築工事

西伯郡大山町羽田井

工 事 設 計 書

工 事 名

工事場所



位 置 図

工 事 位 置



１、 工 事 名 獣肉解体処理施設増築工事

２、 工 事 場 所 西伯郡大山町羽田井

３、 敷 地 面 積 ㎡

４、 建 物 概 要 構造：

面積：

５、 工 事 内 容

６、 共 通 仕 様 1)

2) 工事の一部を第三者に請け負わせる場合は、出来る限り町内業者と契約

工 事 概 要

け負わせる場合は、この限りではない。

図面､特記仕様及び現場説明書に記載されていない事項は、すべて「国
土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築・電気設備・機械設備工
事標準仕様書（最新年度版）」による。

1046.25

すること。ただし、適切に施工できる町内業者がない特殊な工事等を請

木造平屋建て

増築面積：21.84㎡

獣肉解体処理施設の増築を行う。



摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

A 直接工事費 1.0 式

B 共通仮設費 積上げ含む 1.0 式

純工事費

C 現場管理費 法定福利費含む 1.0 式

工事原価

D 一般管理費 1.0 式

工事価格

E 消費税相当額 10% 1.0 式

総合計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

A 直接工事費

1 建築工事 内訳別紙 1.0 式

2 電気設備工事 ” 1.0 〃

3 プレハブ冷蔵庫設置工事 ” 1.0 〃

計

 内 訳 書

大     山     町

名          称 備          考
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

1 建築工事

① 直接仮設工事 1.0 式

② 土・コンクリート工事 1.0 〃

③ 型枠・鉄筋工事 1.0 〃

④ 防水・屋根・金属工事 1.0 〃

⑤ 木工事 1.0 〃

⑥ 左官工事 1.0 〃

⑦ 建具・ガラス工事 1.0 〃

⑧ 塗装・内装工事 1.0 〃
発生材処分除く

⑨ 雑・外構工事 1.0 〃 （ ）

発生材処分除く
小計 （ ）

大     山     町

 内 訳 書
名          称 備          考
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

① 直接仮設工事

やりかた 工場、倉庫等 21.84 ㎡ コストP109

墨出し 躯体・仕上げ共 21.84 ㎡ コストP109

外部足場 くさび緊結式足場 H10ｍ以下 W600 85.62 架㎡ コストP117

垂直養生 メッシュシート 85.62 架㎡ コストP123

既設ドア養生 サッシ全面 1.70 ㎡ コストP111

内部足場 脚立足場 21.84 ㎡ コストP123

清掃・片付け 21.84 ㎡ コストP111

竣工時清掃 21.84 ㎡ コストP111

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

② 土・コンクリート工事

根切り 布掘 27.80 ㎥ コストP3

すきとり 4.59 ㎥ コストP3

床付け 26.22 ㎡ コストP3

埋戻し 発生土建物周辺仮置き土使用 21.65 ㎥ コストP3

砕石砕石敷き 基礎下 1.90 ㎥ コストP157

砕石砕石敷き 土間下 2.52 ㎥ コストP157

残土処分 場内敷き均し 3.04 ㎥ コストP127

残土運搬 場外 7.69 ㎥ 見積り

残土処分 場外 7.69 ㎥ 見積り

機械運搬費 1.00 往復 コストP3

捨てコンクリート 呼び強度18-15-20 0.63 ㎥ 米子地区生コンクリート協同組合

基礎・立ち上がりコンクリート 呼び強度27-18-20 3.72 ㎥ 米子地区生コンクリート協同組合

土間コンクリート 呼び強度27-18-20 2.97 ㎥ 米子地区生コンクリート協同組合

捨てコンクリート打設手間 0.6 ㎥ 施工単価Ｐ17

基礎コンクリート打設手間 3.7 ㎥ 施工単価Ｐ17

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

土間コンクリート打設手間 3.0 ㎥ 施工単価Ｐ17

ポンプ圧送費 3.00 回 施工単価Ｐ18

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

③ 型枠・鉄筋工事

基礎型枠 普通合板 5.08 ㎡ コストP17

立上り型枠 普通合板 30.25 ㎡ コストP17

型枠運搬費 4t車 35.33 ㎡ コストP17

異形鉄筋 SD295A D10 79.00 ㎏ 建設物価P16

異形鉄筋 SD295A D13 317.00 ㎏ 建設物価P16

異形鉄筋金網 45.52 ㎏ 積算資料P56

鉄筋組立加工費 0.44 ｔ 施工単価P12

鉄筋運搬費 0.44 ｔ 施工単価P12

差筋アンカー D10 166.00 本 コストP272

小計

名          称 備          考

大     山     町

 内 訳 書
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

④ 防水・屋根・金属工事

嵌合式立平葺き カラーガルバリウム鋼板t0.5 27.87 ㎡ 見積り

ゴムアスファルトルーフィング t0.5 27.87 ㎡ 見積り

唐草(水上・水下・ケラバ) カラーガルバリウム鋼板t0.5 21.32 m 見積り

鼻隠し・ケラバ包み カラーガルバリウム鋼板t0.5 10.66 ｍ 見積り

屋根+壁見切り材 カラーガルバリウム鋼板t0.5 6.06 ｍ 見積り

壁+壁見切り材 カラーガルバリウム鋼板t0.5 6.60 ｍ 見積り

土台水切り カラーガルバリウム鋼板t0.5 13.16 ｍ 見積り

荷揚費 1.00 式 見積り

運搬費 1.00 式 見積り

軒樋 カラー塩ビ 6.00 ｍ コストP265

竪樋 カラー塩ビΦ60 3.00 ｍ コストP265

エルボ 1.00 箇所 コストP265

外壁材窯業系サイディング 塗装品t14 31.53 ㎡ 見積り

同上コーナー 同上同材 10.0 ｍ 見積り

防湿シート張り 31.53 ㎡ 見積り

備          考

 内 訳 書
名          称

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

軒天取り合い通気見切り 13.16 ｍ 見積り

土台敷気密パッキン 18.28 ｍ 見積り

副資材 31.53 ㎡ 見積り

運搬費 1.00 式 見積り

防水塗装 ケイ酸質系防水 3.74 ㎡ コストP235

軒天ケイカル板張り t6.0 直貼り 5.68 ㎡ 施工単価P421

同上塗装 エマルションペイント 素地調整を含む 5.68 ㎡ コストP342+コストP344

窯業系サイディングシーリング 変性シリコーン6*6 23.70 ｍ コストP19

建具周囲シーリング 変性シリコーン15*10 15.78 ｍ コストP19

換気口・ドレン周囲シーリング 変性シリコーン15*10 2.00 ｍ コストP19

腰壁取り合いシーリング 変性シリコーン15*10 40.60 ｍ コストP19

小計
大     山     町

名          称 備          考

 内 訳 書
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

⑤ 木工事

構造材 1.00 式 見積り

プレカット費 1.00 式 見積り

端柄加工費 1.00 式 見積り

タナカ新腰高羽子板255 16.00 個 見積り

片ネジボルト 4.00 個 見積り

片ネジボルト 12.00 個 見積り

スプリングワッシャ付角座金 32.00 個 見積り

2倍筋交い 12.00 個 見積り

オメガ火打600 8.00 個 見積り

ダボ 5.00 個 見積り

運搬費 1.0 式 見積り

内部壁下地 合板特類 12*910*1820 22.0 枚 積算資料P616

土台・腰壁廻縁 9.0 本 建設物価P160

大工 土台敷、上棟、造作、内装ボード張り 28.0 人役 建設物価P885

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

⑦ 左官工事

外部立上り補修 全面モルタル 5.24 ㎡ コストP23

内部巾木補修 全面モルタル 5.74 ㎡ コストP23

プレハブ立上り取り合い補修 防水モルタル充填 8.60 ｍ コストP23

床コンクリート金コテ押え 直均し仕上げ 25.58 ㎡ コストP23

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

⑧ 建具・ガラス工事

片開きアルミドアAD-1 材料費+労務費 1.00 箇所 コストP316+見積り

両引き分けアルミドアAD-1’ 材料費+労務費 1.00 箇所 コストP316+見積り

両引き分けアルミドアAD-2 材料費+労務費 1.00 箇所 コストP316+見積り

FIX窓AW-1 材料費+労務費 1.00 箇所 コストP316+見積り

片開きアルミドアAD-1ガラス 型板ガラスt4.0 0.70 ㎡ コストP26

両開きアルミドアAD-2ガラス 型板ガラスt4.0 0.98 ㎡ コストP26

FIX窓AW-1ガラス 型板ガラスt4.0 0.28 ㎡ コストP26

ガラスシーリング バックアップ材含む 11.50 ｍ コストP26

取付・設計費 10.00 人役 建設物価P885

運搬費 1.00 式 見積り

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町

- 12 -



摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

⑨ 塗装・内装工事

エポキシ系塗床 防塵塗床 巾木含む 7.05 ㎡ コストP360

防腐防蟻塗装 キシラモン3W 40.00 ㎡ 見積り

腰壁ステンレス貼り t0.5 14.65 ㎡ 見積り

天井化粧石膏ボード t9.5 準不燃 直貼り 16.13 ㎡ コストP375

天井点検口 アルミ450×450 開口費含む 1.00 箇所 コストP379

天井点検口(ガラリ) アルミ450×450 開口費含む 1.00 箇所 コストP379+見積り

廻り縁 塩ビ突付け 25.94 ｍ コストP377

小計

名          称 備          考

大     山     町

 内 訳 書
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

⑨ 雑・外構工事

家具① バタ角 3.00 台 見積り

同上運賃取付費 1.00 式 見積り

既存縁石撤去 5.46 ｍ 見積り

既存アスファルト舗装撤去 17.35 ㎡ 施工単価P464

既存アスファルト舗装カッター 6.85 ｍ 施工単価P458

既存コンクリート舗装撤去 2.38 ㎡ コストP420

既存犬走り撤去 t150 1.40          ㎡ コストP420

新設犬走り 呼び強度27-18-20 0.81 ㎥ 米子地区生コンクリート協同組合

同上打設手間 0.81 ㎥ 施工単価Ｐ17

同上ポンプ圧送費 1.00 回 施工単価Ｐ18

同上異形鉄筋金網 組立運搬費は③に含む 26.89 ㎏ 積算資料P56

同上型枠 普通合板 運搬費は③に含む 1.92 ㎡ コストP17

同上差筋アンカー D10 48.00 本 コストP272
参考処分先

がれき類積込・運搬 0.69 ㎥ （有）大成商事
参考処分先

コンクリート類積込・運搬 0.53 ㎥ （有）大成商事

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額
参考処分先

がれき類処分 1.03 ｔ （有）大成商事
参考処分先

コンクリート類処分 0.78 ｔ （有）大成商事

雨水枡 360*360*480 1.00 箇所 コストP395

排水管 VP Φ100 3.50 ｍ コストP395

U字溝 W150 3.20 ｍ 見積り

SUSグレーチング 細目ノンスリップ 3.20 ｍ 見積り

排水接続用穿孔 Φ150 3.00 箇所 コストP422

発生材処分除く
小計 ( ）

備          考

大     山     町

 内 訳 書
名          称

- 15 -



摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

3 電気設備工事

① 電灯コンセント設備工事 内訳別紙 1.0 式

② 既設エアコン移設工事 〃 1.0 〃

③ 給排気設備工事 〃 1.0 〃

小計
大     山     町

 内 訳 書
名          称 備          考
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

① 電灯コンセント設備工事

電線管 VE22 2.00 ｍ 見積り

支持材・付属品 1.00 式 見積り

アウトレットボックス 四角中浅102*102*44 塗代付 5.00 庫 見積り

J.BOX 四角中浅102*102*44 ブランクカバー 2.00 庫 見積り

露出ボックス 丸型22㎜1方向出 1個用 1.00 庫 見積り

スイッチボックス 角形22㎜1方向出 1個用 1.00 庫 見積り

電線 EM-IE1.6㎜×1 4.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-EEF1.6㎜-2C 16.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-EEF1.6㎜-3C 23.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-EEF2.0㎜-3C 65.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-CE5.5㎜2-3C 5.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-CE3.5㎜2-4C 30.00 ｍ 見積り

ケーブル EM-AE1.2㎜-2C 52.00 ｍ 見積り

埋込形スイッチ 3W15A×1 樹脂プレート 1.00 組 見積り

埋込形スイッチ 1P15A×13 W15A×1 4APLSW×1 樹脂プレート 1.00 組 見積り

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

既設埋込形スイッチ撤去 1P15A×1 樹脂プレート取替え 1.00 箇所 見積り

直付天井灯A691 40形昼白色6900lm HACCP対応 2.00 台 見積り

直付天井灯A251 40形昼白色6900lm HACCP対応 1.00 台 見積り

埋込形コンセント 2P15A×1 接地端子付樹脂プレート 1.00 組 見積り

埋込形コンセント 2P15A×1 接地極付・端子付樹脂プレート 1.00 組 見積り

手元開閉器(漏電保護用) 3P30AF30AT30ｍA 樹脂屋内用 1.00 個 見積り

電子チャイム 1.00 台 見積り

雑材消耗品費 1.00 式 見積り

電工費 1.00 式 見積り

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

② 既設エアコン移設工事

エアコン撤去・再取付費 架台・ブロック再利用 1.00 式 見積り

スリムダクト等雑材 1.00 式 見積り

小計

 内 訳 書
備          考

大     山     町

名          称
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

③ 給排気設備工事

有圧換気扇 電動シャッター付格子タイプ 1.00 個 見積り

同上付属品木枠 1.00 個 見積り

ウェザーカバー 1.00 個 見積り

給気グリル 2.00 個 見積り

深型フード 2.00 個 見積り

換気用スリーブ 2.00 箇所 見積り

雑材消耗品 1.00 式 見積り

電工費 1.00 式 見積り

小計

名          称 備          考

大     山     町

 内 訳 書
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

3 プレハブ冷蔵庫設置工事

① プレハブ冷蔵庫設置工事 内訳別紙 1.0 式

小計
大     山     町

 内 訳 書
名          称 備          考

- 21 -



摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

① プレハブ冷蔵庫設置工事

プレハブ冷蔵庫 1900×2400×H2500 1.0 式 見積り

インバータコンデンシングユニット 冷凍能力：1.425kw 1.0 台 見積り

ユニットクーラー 除霜方式：電気ヒーター 1.0 台 見積り

コントローラー 1.0 台 見積り

配線セット 1.0 式 見積り

スリットカーテン 送料含む 1.0 式 見積り

室外機架台 平設置H500 1.0 台 見積り

組立労務運送費 1.0 式 見積り

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町
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摘     要 数      量 単位 単  価 金   額

B 共通仮設費(積上げ)

敷き鉄板 t22.0 21.53 ㎡ コストP103

小計

 内 訳 書
名          称 備          考

大     山     町

- 23 -



獣 肉 処 理 施 設 増 築 工 事

大    山    町

 令 和 6 年 度

設  計  図  面



NO.SCALENAMETITLE

こうれい多目的広場トイレ新築工事

※

※

※

※

・　監督職員事務所

・　工事用水

・　工事用電力

・　表示板

1,
2
0
0

1
,
60
0

　事業の目的

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　現在の進捗率○○％

　事業協力のお願い

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

施工者 ○○○○○○建設

　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

 地色　白

・　足場その他

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

１ ・　適用基準等

・　技能士 （1.5.2）

　仮設工事

　鉄筋工事

　コンクリート工事

　鉄骨工事

技能検定職種

 ・ とび作業　とび

　鉄筋施工

　型枠施工

　ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

　鉄工

　とび

工 事 種 目 技　能　検　定　作　業

　防水工事

　石工事

　タイル工事

　木工事

　屋根及びとい工事

　金属工事

　建具工事

　左官工事

　ﾌﾞﾛｯｸ建築

　ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ施工

　防水施工

　石材施工

　タイル張り

　建築大工

　建築板金

　スレート施工

　内装仕上施工

　建築板金

　左官

　サッシ施工

 ・ 鉄筋組立作業

 ・ 型枠工事作業

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

 ・ 構造物鉄工作業

 ・ とび作業

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

 ・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

 ・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

 ・ FRP防水工事作業

 ・ 石張り作業

 ・ タイル張り作業

 ・ 大工工事作業

 ・ 内外装板金作業

 ・ スレート工事作業

 ・ 鋼製下地工事作業

 ・ 内外装板金作業

 ・ 左官作業

 ・ ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

１　都市計画区域（ ・ 内　（ ・ 市街化区域　・ 市街化調整区域　・ 非線引き区域） ・ 外）

３　防火地域等　（ ・ 防火地域　・ 準防火地域　・ 指定なし）  ・ コンクリート壁、床等貫通部

・　設備工事との取り合い

 スリーブ・箱入れ

設　備　工　事　と　の　取　り　合　い 建　　築 電気設備 機械設備

※

※ ※

※

※

※ ※

・

・ ・

・

・ ・

・

 補　　　強

 仮　　　枠

 補　　　強

 切　　　込

 ・ 埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

　　仮枠及び埋込部分の補強

 ・ 埋込形機器取付用の天井、壁の切込加工、

　　下地の補強

 ・ 天井点検口

・　火災保険等

 ※200万画素以上

 ※2　・ 6

 ※2　・ 

 ※2

 ※2

 ※2

 外部（　） 内部（　）

 外部（　） 内部（　）

 外部（　） 内部（　）

 外観正面（※1 ・ 　）

 ・

 ※2 外部（　） 内部（　）

 ・

 ・ 電子データ

 ・ カラー半切木製パネル

 ・ カラー四切木製パネル

 ・ モノクローム

原板の大きさ（㎜）提出部数撮影箇所数分　類、規　格

次のものを監督職員に提出する。ただし原板は撮影者の保管とする。・　完成写真

・※図示・　設計GL

 ※300dpi以上（推奨）

２

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟ

　ﾈﾙ・押出成型ｾﾒﾝﾄ板工事

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

標準仕様書に記載されていない特別な工法については、材料製造所の指定する工法とする。・　特別な材料の工法

・　発生材等の処理等 ・　特定建設資材の分別解体等及び再資源化等 （1.3.8）

分別解体の方法

作　業　内　容
手作業 手作業、機械作業併用（範囲）

分 別 解 体 等 の 方 法
工　　種

・　造成等の工事

・　基礎の工事

・　基礎ぐいの工事

・　上部構造部分の工事

・　外装の工事

・　屋根の工事

・　建築設備工事

・　内装等の工事

・　その他

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・（※図示

・

・

・

・

・

・

・

・

）

）

）

）

）

）

）

）

）

特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類 所　　　在　　　地

 ・ 増築工事

 ・ コンクリート

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

 ・ 木材

・　環境への配慮 化学物質を放散させる建築資材等

　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の１）

から５）を満たすものとする。

（1.4.1）

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事

であって、その現場が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日　法律第104号。

以下「建設リサイクル法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の規模に関する基準以上の

工事であるため建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措

置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定していた条件により難い場合は、監督職員と協

議するものとする。

　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名称及び

所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

・　電気保安技術者

（1.1.3）

　担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務をおこなうものとする。

（1.3.3）

・　工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は本工事請負者の負担とする。

・　工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

２）　接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

４）　１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

３）　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシル等を含有しない

　　　難揮発性の可塑材を除く）が添加されていない材料を使用する

　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

　　　　　　発散建築材料以外の材料

　　　　　①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　　　　　②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

　　ホルムアルデヒド放散量　第三種

　　　　　①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　　②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等

　の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項に留意すること。

・　材料の品質等

・　届出手続等

・ 仕上表：屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

　　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジ

（1.7.1）　下記のものを監督職員に提出する

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

　塗装工事

　内装工事

　排水工事

　舗装工事

　植栽工事

　木製建具施工

　自動ドア施工

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

　塗装

　内装仕上施工

　表装

　配管

　路面表示施工

　造園

 ・ 自動ﾄﾞｱ施工作業

 ・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

 ・ 建築塗装作業

 ・ ﾌﾞﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業　・　ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

 ・ 壁装作業

 ・ 建築配管作業

 ・ 溶解ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業　・　加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業

 ・ 造園工事作業

　畳工事 　畳  ・ 畳製作作業

写真　(30×40)

名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可

 　鳥取市

 　○型

 　○○工務店

 　○山○夫

 　１級

 　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

　《技能士名札参考図》

（1.5.9）

・　完成時の提出図書

　　の濃度測定

・　室内空気中の化学物質

・ ＣＡＤデータ

・ 原図の陽画複写紙の２つ折り製本

・ 原図の縮小版の陽画複写紙の２つ折り製本（Ａ４版）

部

部

部

部

部

完成図の種類及び内容

・ 案内図、配置図、面積表：配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）

・ 平面図：室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・ 立面図：外壁仕上等を表示する

・ 断面図：階高、天井高等を表示する

（1.7.2）

・

・

・　建設リサイクル法

・ 鳥取県福祉の

まちづくり条例

・ 鳥取県景観形成条例

・ バリアフリー法

・ 省エネ法

　クロロベンゼンの濃度を測定し、報告すること。

イメージアップ

・ 工事現場の

・　鳥取県公共事業

　　環境配慮指針

 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 建築物の保守に関する説明書、指導案内書

・ 官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・ 保証書

・ 機器性能試験成績書及び取扱説明書

・ 主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

　下記のものをJIS Ａ４版ファイルに製本して監督職員に提出する

保全に関する資料 （1.7.3）

（1.7.2）

・ 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする

　ガラス施工  ・ ｶﾞﾗｽ工事作業

　ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ施工  ・ 建築フィルム作業

 ・ 木製建具加工作業

（1.4.2）

・ 施工図（構造躯体）：杭、構造躯体等を表示する

施工図及び施工計画書

・ 施工計画書

設ける　（ 寸法は下図による ）　　　・　他工事関連請負者と一括して表示する

※設ける　(　　㎡程度)　　・ 設けない

900

建 築 工 事 中
地色　白

地色
マンセル記号
5ＹＲ6.5/11

工事名　○○○○○○新築工事

　構造・規模 木造 ○階建

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　工事期間 平成○年○月から○年○月まで

　設計者 ○○○○○○設計

　監理者 ○○総合事務所 建築住宅課

　　　　 ○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者 ○○ ○○

　　　　　連絡先　○○－○○○○  地色　白

記入要領

１．書体は角ゴシックとする。

２．お願い表示板の内容は、監督員の指示による。

1,200

御 通 行 中 の 皆 様 へ 地色　白

マンセル記号
5ＹＲ6.5/11

地色
　平成○○年○月工事完成予定

に繋がる写真等を貼り付けする。

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

簡単なパース、立面図又はイメージアップ

※

※

※ ※

・・

・ ・

・

 補　　　強

 屋内・屋外設置 ・ 機器類のコンクリート基礎

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害をてん補するため火災保険等に加入する。

保険の加入期限　　※工事完成引き渡しまでの間

ける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

手すり先行工法等に関するガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」にお

Ⅰ　工事概要

２．工事場所

３．地域・地区

（2.3.1）

（2.2.4）

木造建築工事特記仕様書-1

１．工 事 名

２　用途地域等　（ 　　　　　　　　　　　　　）なし

・ 原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第二原図訂正不可）

1

2

2

1

・ その他：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　るものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない

材料・機材等の品質及び性能

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有するも

　のとする

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項を満た

　すものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受け

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

３）製造業者等に関する資料の提出が必要な材料

　床型枠用鋼製デッキプレート

　鉄骨柱下無収縮モルタル

　無収縮グラウト材

　乾式保護材

　既成調合モルタル

　ルーフドレイン

　吸水調整材

　アルミニウム製建具

　鋼製建具

　鋼製軽量建具

　ステンレス製建具

　錠前類

　クローザ類

　自動扉機構

　自閉式上吊り引戸機構

　重量シャッター

　軽量シャッター

　オーバーヘッドドア

　防水材

　現場発泡断熱材

　フリーアクセスフロア

　可動間仕切

　移動間仕切

　トイレブース

　煙突用成形ライニング材

　天井点検口

　床点検口

　グレーチング

　屋上緑化システム

　トップライト

　エポキシ樹脂

　ポリマーセメントモルタル

　既成調合目地材

　鋳鉄製ふた

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

□ 技 能 士

 ・ 新営工事

 ・ アスファルト・コンクリート

 ・ 上記以外の発生材は廃棄物処理法に従って場外に適正に処分する

 ・ 24× 36以上

 ・

 ・サービス版

 ・ カラー  ・キャビネ版

 ・キャビネ版

 ・100×125以上

 ・100×125以上

測定対象室及び測定箇所数　　(居間・事務室) ＶＯＣ測定オーピス　2室

 ・ 木造用ｻｯｼ施工作業

・ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

構内既存　　　・ 利用できる（　※　有償　　・　無償　）　・ 利用できない

構内既存　　　・ 利用できる（　※　有償　　・　無償　）　・ 利用できない

発注者 大山町
連絡先 大山町役場財務課

　　　　　　　ＴＥＬ　５４－５２００

鳥取県○○○○○○○○○○

鳥取県営繕工事執行要領による。又、監督員の指示による。

・　お願い表示板

・　工事表示板

 外部（　） 内部（　）

　足場を設ける場合、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成28年度2.2.4(b)によるほか、設置においては

９０ mm

５
５
 
mm

・　建築物解体工事共通仕様書・同解説（最新版）

・　営繕工事電子納品要領（最新版）

A-01
木造特記仕様書01

工事種別 建築面積(㎡) 延べ面積(㎡)

１．建物

４．主要用途

５．敷地面積

６．工事概要

階数構　造名　　称番号

（１）　項目は、・印の付いたものを適用する。

（２）　特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　 ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）　特記事項に記載の( . . )内表示番号は、木造標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）　特記事項に記載の【 . . 】は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(以下「グリーン購入法」という。)の特

　 定調達品目を示す。判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」(環境省のホームページから

　 ダウンロード可能)による。

　 先する。

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「木造建築

（２）  電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事

　 仕様書を適用する。

　 (報告書等)を用意すること。

　 う。）による。

（３）　受注者は完了検査(中間検査を含む。)の検査には、特定行政庁(建築主事等)が求める検査に必要な資料等

２．特記仕様

１．共通仕様

Ⅱ　建築工事仕様

木造1 1階

　 て、それらが関係法令の改定により(条例を含む)抵触する場合には、関係法令等の遵守(1.1.13)の規定を優

（６）　木造標仕、標仕で「特記がなければ」以降に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合におい

（７）　工事の一部を第三者に請け負わせる場合は、できる限り町内業者と契約すること。
　　　　ただし、適切に施工できる町内業者がない特殊な工事等はこの限りでない。

　 事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(平成28年版)」(以下「標仕」とい

　 工事標準仕様書(最新版)」(以下「木造標仕」という。)による。また、木造標仕に記載されていない

３．重要事項

付近見取り図

DRAWINGCHECK

鳥取県西伯郡大山町末長500

大 山 町 役 場

獣肉解体処理施設増築工事

鳥取県西伯郡大山町羽田井

作業所

獣肉処理施設 増築

1,046.25　㎡

21.8421.84

・　建築工事標準詳細図（最新版）

・　建築工事監理指針（最新版）

・　営繕工事写真撮影要領（最新版）

・コンクリート

・ 複写　縮小版Ａ３バラ図



・ 行う

NO.SCALENAMETITLE

こうれい多目的広場トイレ新築工事

※

※

※

※

A-02
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　　　　　　　・ 

・ MS-2・ 図示

・ 図示

・ 

本工事で使用する材料については、部位別材料表による

処理の種類　　・　薬剤の加圧注入（K-3で土台・大引きは加圧注入）

　　　　　　　・　薬剤の塗布

適用部位：（　       　　　　　　　　　　　　）

薬剤及び使用量　・　　

適用部位：　（　　　　　　　　　　　　）

適用部位、配筋　　・図示による

床下換気

　・　ねこ土台　　・換気孔

小屋裏換気

　適用、大きさ　　・図示による

材料　　・　　

厚さ　　・　　

・　行う

柱底均しモルタルの工法　　・　Ａ種　　※　Ｂ種

モルタルの厚さ　　※　20mm程度

適用範囲：（図示による）

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　適用範囲：・ 図示による

屋外に使用する仕上げ木材への木材保護塗料塗り　適用範囲：（図示による）

保存処理性能区分　　・Ｋ２　※Ｋ３　・Ｋ４

機械加工　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

見え掛り面の表面の仕上げ

水張り試験　　・　行う　　・　行わない

シーリング材の目地寸法　※木造仕様書10.3.3(a)(1)～(3)による　　・　　

・　簡易接着試験　　・　　

タイルの形状、寸法等

・　とい

・　金属板葺

・　下地及び下葺

・　粘土瓦葺

・　シーリング材の試験

・　シーリング

・　ＦＲＰ系塗膜防水

・　耐候性処理

・　防腐・防蟻処理

・　表面仕上げ

・　接合部等の防火被覆処理

・　基礎天端及び柱底均し

　　モルタルの仕上げ

・　防火被覆材

・　防腐措置

・　材料等

　　処理

・　地盤の土壌の防蟻処理

・　防腐・防蟻処理

・　地盤に接する鉄筋コンク

　　リートによる床下の防蟻

種類　・直張りラスモルタル下地　　・直張りラスシート下地　　・通気構法単層下地　　・通気構法二層下地

（15.7.8）

（15.7.7）

（15.7.5）（表15.7.9）

（15.7.2）

（15.6.2）

（15.3.4）

（15.2.3）

土物仕上げ　　工法の種類　　・　　

大津仕上げ　　工法の種類　　・　　

小舞壁の工程　　※Ａ種　　・Ｂ種

色砂　　種類　　・　　

色土　　種類　　・　　

　　　　　　　　種類　　・　　

既調合しっくい　製造所　　・　　

外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない

材料　・　　

・　小舞壁塗り

・　しっくい塗り

・　モルタル塗り

・　ラス系下地

左
官
工
事
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磁器タイル

磁器タイル100×100

100×100便所　巾木

便所　床

10

（16.6.5）

（16.6.4）

ステンレス鋼板（屋外）　※ SUS430JIL　・ SUS443J1　・ SUS304 （16.6.3）

ステンレス鋼板（屋内）　※ SUS430　・ SUS430JIL　・ SUS443J1L・ SUS304

ステンレス鋼板の曲げ加工　　※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ

表面仕上げ　　※ ＨＬ仕上げ　・ 鏡面仕上げ　・ 

外部に面する建具の耐風圧性　※ S-2　・ S-3　・ （16.4.2）（表16.2.1）

（16.4.2）（表16.4.1）簡易機密型　・適用する　　・適用しない

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する（等級・　　　）　・適用しない

※鋼板　　・　　

※亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板

材質

召合わせ、縦小口包み板、押縁

鋼板

区分

鋼板

（16.5.3）鋼板の厚さ　　・標準仕様書　表16.5.1による

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する（等級・　　　）　・適用しない

（16.5.2）簡易機密型　・適用する　　・適用しない

外部に面する建具　　・ Ａ種（建具符号：ＡＷ　　　　　　　）

材料

（16.4.3）（16.4.4）（表16.4.2）

・　　

・表16.4.2による

めっき付着量

※Y08

※Z12又はF12

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板）

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

鋼板

備　　　考

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　・適用する（等級・　　　）　・適用しない

簡易機密型　・適用する　　・適用しない （16.4.2）（表16.4.1）

（16.4.2）（表16.2.1）外部に面する建具の耐風圧性　※ S-2　・ S-3　・ 

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ ・ 適用する　断熱性の等級（・H-4　・H-5　　　）

防音ドアセット・防音サッシ　　・ 適用する　遮音性の等級（・T-1  ・T-2　　　）

水切り板、ぜん板　※図示

水切り板、ぜん板　※図示

結露水の処理方法　※図示による

表面色　　・　　 （16.3.4）

（16.3.2）（表16.3.1）（表16.3.2）（表16.3.3）

外部に面する建具　　・ Ａ種（建具符号：　　　　　　　　　　　　　）

性能値等

　　　　　　　　　　・ Ｂ種（建具符号：　　　　　　　　　　　　　）

　　※ B-1種　　・B-2種（ ・ アンバー　・ ブロンズ　・ ブラック系　・ ステンカラー）

（16.2.4）表面処理

　　　　　　　　　　・ Ｂ種（建具符号：　　　　　　　　　　　　　）

防音ドアセット・防音サッシ　　・ 適用する　遮音性の等級（　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ ・ 適用する　断熱性の等級（　　　）

（16.2.2）（表16.2.1）性能値等

３ｍにつき7以下ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（溝構法）範囲

１ｍにつき10以下ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（パネル構法）範囲

備　　　考平たんさ（㎜）施　工　箇　所

【表6.2.4】【15.3】下表以外は表6.2.4及び15.3.2による

（15.8.2）（表15.8.1）

建物内部に用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 （15.8.2）

防火材料の指定　※ 屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする

・・ こて塗用軽量塗材

・ 砂壁状　・ 平たん状・・ 吹付用軽量塗材・ 軽量骨材仕上塗材

・・ 防水形複層塗材ＲＳ

　　　　増塗材　・ 適用する・・ 防水形複層塗材ＲＥ

　　　　　　　　・メタリック・・ 防水形複層塗材Ｅ

　　　　外　観　※ つやあり　・ つやなし・・ 防水形複層塗材ＣＥ

　　　　樹　脂　アクリル系・・ 複層塗材ＲＳ

　　　　溶　媒　※ 水系　・ 溶剤系・・ 複層塗材ＲＥ

　　　　耐候性　※ 耐候形３種　・ ・・ 複層塗材Ｅ

　　　上塗材・・ 複層塗材Ｓｉ

・・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様・・ 複層塗材ＣＥ・ 複層仕上塗材

・・ 内装厚塗材Ｅ

・・ 内装厚塗材Ｓｉ

・・ 内装厚塗材Ｇ

・・ 内装厚塗材Ｌ

　　　上塗材　　・適用する・・ 内装厚塗材Ｃ

・・ 外装厚塗材Ｅ

・ 凹凸状　・ ひき起こし　・ かき落とし・・ 外装厚塗材Ｓｉ

・ 吹放し　・ 凸形処理　・ 平たん状・・ 外装厚塗材Ｃ・ 厚付け仕上塗材

・・ 内装薄塗材Ｗ

・・ 内装薄塗材Ｅ

・・ 内装薄塗材Ｓｉ

・ 京壁状じゅらく・・ 内装薄塗材Ｌ

・ 砂壁状じゅらく・・ 内装薄塗材Ｃ

・ 着色骨材砂壁状(・ 吹付け　・ こて塗り)・・ 外装薄塗材Ｓ

・ 凸凹状(・ 吹付け　・ こて塗り)・・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 平たん状・・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ さざ波状・・ 外装薄塗材Ｅ

・ ゆず肌状(・ 吹付け　・ ﾛｰﾗｰ塗り)・・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・ 砂壁状・・ 外装薄塗材Ｓｉ・ 薄付け仕上塗材

仕　上　げ　の　形　状防火材料呼　び　名種　　類

仕上塗材の種類

※ 規制対象外　　・ 第三種

・　床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

・　仕上塗材仕上げ

・　鋼製軽量建具

・　ステンレス製建具

・　鋼製建具

・　樹脂製建具

・　アルミニウム製建具

ＧＬ+1000以内の木部構造材

K-2

図示による

建
具
工
事

16

　　　　　　　・ 硬質塩化ビニル樹脂といの材種

棟の工法　　※図示による　　・標準仕様書13.4.3(d)(1)～(4)による

瓦桟木の留付け工法　　※図示　・　　

・適用しない

　　　　　　積雪荷重に対応した工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

工法

　　　　　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

下葺材料　　※改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　・　　

棟補強用心材　材質　※杉又はひのき　・　　

　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　・　　

瓦桟木　材質　※杉又はひのき　・　　

※ 0.5

平板洋瓦

形状に

　よる区分

屋
根
及
び
と
い
工
事

　の種類

　役物瓦
産　地大きさ

　よる区分

寸法に

　よる区分

製法に

種類

施工箇所

（13.4.1）

　雪止め瓦

13

雪止め　　・設置する（図示）

・適用しない

　　　　　　積雪荷重に対応した工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

工法

固定釘の材質　　※　表13.3.2による

（13.3.4）（13.3.5）（13.3.6）（13.3.7）（13.3.8）

（表13.3.2）

・ 0.35

（13.3.2）（表13.3.1）

下葺材料　　※改質アスファルトルーフィング　　・ アスファルトルーフィング 940 （13.2.2）

（13.2.2）野地板　材質、厚さ　　※ 木造標準仕様書　5.7.9 による　　・ 

　 （CGCCR-20-Z25）

・ ・ ・　

・ 横葺

・ 芯木なし瓦棒葺

・ あり掛葺

・ 立平葺

・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び綱帯

　 めっき鋼板及び綱帯（CGLCCR-20-AZ150）

※ 塗装溶融 55％ アルミニウム-亜鉛合金

屋　根　葺　形　式長さ(㎜)長　尺　金　属　板　の　種　類施　工　箇　所

12

木
工
事

防
水
工
事

タ
イ
ル
工
事

・　タイル

Ｇ

【11.2.2】【11.3.2】

箇　所

施　工 備　　考

（㎜）

形状寸法

・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・・

・

・

・

・

・

・

なしあり特注標準なしあり無釉施釉Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類

耐凍害性色役　物うわぐすり吸水率による区分

適用 Ｇ

再生材の

試験張り　　・ 行う

見本焼き　　・ 行う

標準的な曲がりの役物は一体形成とする

（10.3.5）

（10.3.2）（表10.3.1）

シーリング材の種類（記号）施工箇所

（10.2.4）

（9.3.2）

（9.3.1）

（表9.1.1）

（9.1.3）

・

よる区分

主な用途に

９

（6.5.4）

（4.3.3）

（4.3.2）

（4.2.4）

（4.2.2）

木
造
工
事

土
工
・
地
業
・
基
礎
工
事

・ 60㎜　・ 

・　支持地盤

・　建設発生土の処理

・　埋戻し及び盛土

・　鉄筋の定着の方法

　　及び長さ

・ 

・　鉄筋の継手

・　鉄筋

・　床下防湿層

・　捨コンクリート地業

・　砂利地業

・　鉄筋のかぶり厚さ

３

　　リート製造工場の選定

・　レディーミクストコンク

・　無筋コンクリート

　　打継目地

・　ひび割れ誘発目地

・　型　　枠

・　コンクリートの仕上り

・　混和材料

・　骨　　材

・　セメント

・　気乾単位容積重量

【5.3.5】【表5.3.6】

【5.2.1】【表5.2.1】

【4.6.5】

【6.14.1】

【6.14.1】

【4.6.4】

【4.6.3】

【4.6.2】

【3.2.1】

　　　　【4.5.4】【4.5.5】

【3.2.5】

【3.2.3】【表3.2.1】

土工事

地業工事

基礎工事

・　圧接完了後の試験

・　各部配筋

　　コンクリートの類別

・　レディーミクスト

　　種類及び強度

　　使用骨材による

・　コンクリートの

　　・ 

　　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　(　　　)mm

・ 有り　適用箇所(　　　　)

・ 無し

軽量コンクリートで土に接する部分

　　　　・ 

　　　　・ 鉄筋径の1.5倍以上

　　　最小かぶり厚さ

・ 有り　適用箇所(　　　　)

・ 無し

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

・ 連続基礎

・ 杭基礎

・ 構内指定場所にたい積

・ 構内指定場所に敷き均し

※郊外搬出適切処理

　　・ 図示による(　　　　)　・ 原位置掘削時の根切りを試験堀とする

　　位置等

・ 行わない

支持地盤の位置及び種類(基礎底部の位置含む)

・ 図示による(　　　　)　・ 構造図による

試験堀り(根切り底の状態の確認等)

・ 図示による(　　　　)　・ 

支持地盤の位置及び種類(基礎杭の先端の位置含む)

建設発生土の搬出先は、現場説明書による

郊外に搬出し、関係法令に従い適切に処理する

より、六価クロム溶出試験を行う。

Ｄ種の場合は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領(案)」に

Ｃ種の場合（建設発生土受入量（　　　）m3　　発生場所：　　　　　　　　　　　　）

種　別　　・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

【5.3.4】鉄筋の定着長さ

・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

【5.3.4】鉄筋の定着方法

・ 図示による(　　　　)

継手位置図

・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(a)による

【5.3.4】主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

Ｄ19未満

Ｄ19以上

 ・ 重ね継手　　・ 

 ・ 重ね継手　　・ 

 ・ ガス圧接　　・ 

その他の鉄筋(基礎スラブ　　)

耐力壁の鉄筋

柱、梁の主筋

呼 び 径（mm）継　手　方　法部　　位

【5.3.4】【5.5.2】継手方法等

Ｄ19以上

・ 

・ 

・ SD345

Ｄ16以下・ SD295A

備　　考呼 び 径（mm）種類の記号

鉄筋の種類

・ 図示による(　　　　)

防湿層の位置

・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　・ 

・ 

・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

防湿工法

施工範囲

・ 15㎝　・ 18㎝　・ 

・ 18N/mm2　・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 基礎梁下、基礎スラブ下、土に接するスラブ下

・ 50㎜　・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 基礎梁下、基礎スラブ下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・ 再生クラッシャラン　Ｇ　　・ 切込砂利及び切込砕石

スランプ

設計基準強度

施工範囲

捨コンクリート厚さ

適用場所

砂利厚さ

材　料

・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表5.1による

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

【表6.8.1】

【6.8.3】

【6.4.1】

常駐と全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場等から選定すること。

コンクリート工場を選定する際には、ＪＩＳマーク表示認定工場で、かつ、コンクリート主任技師等の

スランプ　　・　15cm　　・　18cm

設計基準強度　　※　18(N/mm2)　　・　　 【6.14.1】

・ 標準仕様書 6.14.1(e)以外の箇所

・ 標準仕様書 6.14.1(e)による箇所

　・ 図示による(　　　　)

適用箇所

混和剤の種類　　・ 標準仕様書 6.3.1(d)(ⅱ)による　　・ 

・ 混和材

混和剤の種類　　・ 標準仕様書 6.3.1(d)(ⅰ)による　　・ 

【6.8.2】【9.7.3】【11.1.3】

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

位置　　※　図示による　　・　

間隔　　※　図示による　　・　　

目地寸法　※９．７．３による

【6.2.5】【6.6.6】【6.8.3】【表6.2.4】

※ 標準仕様書　表6.2.3による　　・ 

【6.2.5】【表6.2.3】

スリーブの材種

・ 標準仕様書 6.9.3（i）(2）及び標準仕様書 表5.9.1による

・ 用いない

　・ 図示による(　　　　)

打増し範囲

打増し厚さ

　・ 20mm　　・ 

・ 用いる

ＭＣＲ工法用シート

・ 行わない　　・ 行う

断熱材の使用

・ 

・ 合板（ ・ 12mm　　・　　　　）

せき板の材料及び厚さ

・ 図示・ Ｃ種

・ Ｂ種

・ Ａ種

適　用　箇　所種　　別

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

【6.3.1】【6.3.2】

【6.3.1】
3

【6.3.1】【6.13.2】【表6.3.1】

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種　使用部位( 下記以外全て　　　)

・ 混和剤

アルカリシリカ反応性による区分

・ フライアッシュセメントＢ種　Ｇ　　使用部位(　　　　)

・ 高炉セメントＢ種　Ｇ　　　使用部位(１FLより下部(立上り部含む))

かつ28日目で402J/g以下のものとする。

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、

種　　類

※ Ａ　　・ Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量　Rt=3.0kg/m以下）

【6.2.3】

軽量コンクリート　・　　

普通コンクリート　※2.3t/m3　程度　　・　　

【6.2.1】【表6.2.1】

【6.2.1】【6.2.2】【6.2.4】【表6.2.2】

【6.2.2】【6.2.4】【表6.2.2】

【5.3.5】【図5.3.6】

　　・ 

　　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　(　　　)mm

・ 有り　適用箇所(　　　　)

・ 無し

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

・ 18　　・ 15

・ 18　　・ 15

・ 18　　・ 15

・ 18

・ 21

　試験片を採種した箇所の処置：ガス圧接

　　　　　　　ごととする。

　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは200箇所

　試験片の採種数は、１ロットに対して（※ ３本　・　　）とする

・ 引張り試験

　・ 標準仕様書 5.4.9、5.4.10による　　・ 

　試験の箇所数等

※ 超音波探傷試験

抜取試験

※ 行う　（全数）

【5.4.9】外観試験

【5.3.7】

・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）による

各部配筋

・ 

・ 図示による(　　　　)

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）5.1(d)による

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

※ Ⅰ類（JIS A 5308「レディーミクストコンクリート」に適合）　　・  Ⅱ類

種　　別

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

適　用　箇　所スランプ設計基準強度（N/mm2）

軽量コンクリートの設計基準強度

・ 

・ 

・ 図示・ 24

適　用　箇　所スランプ設計基準強度（N/mm2）

普通コンクリートの設計基準強度

コンクリート工事

４

（4.2.2）

（4.2.1）

CHECK DRAWING

鳥取県西伯郡大山町末長500

大 山 町 役 場

ベタ基礎・布基礎・土間



・　表示

NO.SCALENAMETITLE

こうれい多目的広場トイレ新築工事

※

※

※

※

　　　　　　　・ 

12 ・　木製建具

・　鍵

・　自動ドア開閉装置

・　自閉式上吊り引戸装置

・　ガラス

建具の加工、組立時の含水率　　※ Ｂ種　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　・ 第三種

・ フラッシュ戸

（16.7.2）

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　　（※ラワン程度　・　　　　　）

　不透明塗料塗り

普通合板 Ｇ

　　（※しな程度　・　　　　　　）

板面の品質（　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

・天然木　化粧合板 樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

接着の程度（・1類　・2類）

化粧加工の方法

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　）タイプ

・特殊加工　化粧合板

表面板の厚さ　※表16.7.6による

・ かまち戸

かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）

（16.7.2）

・ ふすま

見込み寸法　※36mm　　・建具表による

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型）

上張り（ ・ 鳥の子　・ 新鳥の子又はビニル紙程度）　　押入等の裏側は雲花紙程度

　　　縁仕上げ（ ・ 塗り縁　・ 生地縁(素地)　・ 生地縁(ウレタンクリアー塗装)）

・ 戸ぶすま

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による

・ 紙張り障子

見込み寸法　※30mm　　・建具表による

見込み寸法　※30mm　　・建具表による

枠、くつずりの材料　・建具表による　　・　　

マスターキー　・ 製作する　　・ 製作しない

その他の鍵　　※各室３本１組　　・ 

凍結防止装置

・ ＳＷＤ－１

・ ＳＷＤ－２

・ 図示

自閉式上吊り引戸装置の性能　　※ 標準仕様書表16.9.1による　　・ 

※取付け調整は、１名以上の技能士が自ら作業するとともに、他の技能者に対して、施工品質の工場を図る

　ための作業指導を行うこと。

（16.9.2）

（16.8.4）

・ ＳＳＬＤ－１

・ ＳＳＬＤ－２

・ ＤＳＬＤ－１

・ ＤＳＬＤ－２

自動ドア 自動ドア

※標準仕様書表

防　　錆 センサーの種類

・ 光線（反射）スイッチ

・ 音波スイッチ

・ 電波スイッチ

・ タッチスイッチ

・ ペダルスイッチ

・ 押しボタンスイッチ

・ 多機能便所スイッチ

　16.9.1による

・　　

※標準仕様書表

　16.9.1による

・　　

・ 適用する

・ 適用しない

・ 行う

（適用箇所は

建具表による）

・ 行わない

（16.10.1）

※ シーリング材

（16.14.2）・ 合わせガラス

品　　種 構　成　種　類 性　　　能

※ フロート板合わせがラス

・ 熱線吸収、フロート板合わせガラス

・ Ⅰ類

・ 網入磨き合わせガラス ・ 網入磨き、フロート板合わせガラス

・ 網入磨き、熱線吸収板合わせガラス

・ Ⅱ－１類　・ Ⅱ－２類

※ フロート合わせガラス

・ Ⅲ類

・ 強化ガラス

材料板ガラスによる種類 種　　　　類 性　　　能

・ 熱線吸収強化ガラス

・ Ⅰ類　・ Ⅱ類

・ 熱線吸収板ガラス

品　　種 性　　　能 色　　　　　調

・ １種　・ ２種 ・ ブルー　・ グレー　・ ブロンズ

・ 複層ガラス

断　熱　性 日　射　熱　遮　へ　い　性

・ 断熱複層ガラス ・ １種

・ ２種

・ ３種

・ ４種

・ ５種

・ 日射熱遮へい複層ガラス

Ｕ１

Ｕ２

・ Ｕ－３－１　　・ Ｕ－３－２

Ｅ４

Ｅ５

・ 熱線反射板ガラス

色　　　　　調品　　　　　種

・ 高性能熱線反射ガラス

・ ブルー　・ グレー

・ ブロンズ　・ シルバー

品　　種 日射熱遮へい性 耐　久　性 ガ　ラ　ス　の　種　類

・ 高性能熱線反射ガラス

・ １種

・ ２種

・ ３種

・ Ａ種

・ Ａ種　・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ 倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称 色　　　　　調

・ 熱線吸収倍強度ガラス ・ ブルー　・ グレー　・ ブロンズ　・ 

建　具　の　種　類

【16.14.4】

アルミニウム製

鋼製

ステンレス製

木製

※ シーリング材

※ シーリング材

材　　　　　種

ガラス留め材 （16.14.2）

鍵箱　　   有　　・ 無

   シーリング材　　・　ガスケット（グレイジングチャンネル形）

建
具
工
事

・　ガラスブロック積み

・　材料
17

製造所　JIS A 5212によるもの

寸法（mm） 厚さ（mm） 表面形状

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

壁用金属枠及び接着剤　　・設ける（形状　※図示　・　　　　　）

化粧目地モルタルの色　　※標準色　・特注色

シーリング材の種別　　・　　

金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス　　・アルミニウム製

　　　　　　　　　　寸法　　・図示　　・　　

　　　　　　　　　　形状　　・図示　　・　　

（16.14.5）

屋内で使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　　・ 第三種

・ 防火塗料　　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

 　　　　　　　・ 次の箇所を除き防火材料とする　　（箇所：　　　　　　　　　　）

【18.1.3】

塗
装
工
事

・　カーペット敷き　Ｇ

・　壁紙張り

19 ・　断熱・防露　Ｇ

種　　類 厚さ(mm)、規格等

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　 HW Ｇ・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板 Ｇ

Ｇ・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ けい酸カルシウム板

Ｇ

Ｇ

 MW 

 NW 

 HF 

 NF ・ 30 　 ・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

タイプ 2（無石綿）0.8FK 

1.0FK 

 DR ・ ロックウール化粧吸音板 ・ フラットタイプ（・ 9     　・ 12 ・　　）

 ・ 6　・ 8  

・ 凹凸タイプ（・ 12   　　・ 15  ・ 19  ・ 　）

(不燃)

(不燃)

・ ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

                （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）GB-D 

GB-D 

GB-L 

GB-F 

GB-S 

GB-NC 

GB-R 

GW-B 

RW-B ・ 25　　・ 

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

 12.5 (不燃)     

　　　　　化粧無（下地張り用） 

・ 15 (不燃)

 化粧有（トラバーチン模様）

9.5 (不燃) 

12.5 （不燃）

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

9.5

12.5 （不燃）幅 440mm 程度

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

（木目）

9.5（準不燃）・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

※

・ 普通合板 表面の材種 

　生地、透明塗料塗り 

（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　　） 

  不透明塗料塗り 

（※しな程度 ・　 　　　　） 

板面の品質（　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（　　　） 

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

・ 天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 
・防虫処理　 ・難燃処理　 ・防炎処理 

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）・ メラミン樹脂化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ
ファイバーボード Ｇ

・ 単板張り
パーティクルボード Ｇ

・ 化粧

パーティクルボード ・ 塗装 

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ 

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・　

・ 無研磨板     　　・ 研磨板 ＶＳＶＮ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　 MDF

ＤＶ ＤＯ

ＤＣＧ

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

 ・内装用　　　・外装用 

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 　・　

ＤＩ

　未・　研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

ＲＳ

ＤＥ

 A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　）
・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18   ・　

 IB 

 HB  ・ ハードボード（素地）
Ｇ

・ ハードボード（化粧）

Ｇ

・ インシュレーションボード

Ｇ

ＲＮ

　　　　　　

JIS

記号

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

壁紙の種類
施工箇所

紙 繊維 ﾌﾟﾗｽ 無機質 その他

ﾁｯｸ

防火種別 備考

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種 　・A種　

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

せっこうボードの目地工法　※継目処理工法　・突付け工法　・目透し工法

断熱材のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

　　　　　厚さ　・　　

防湿材　　種類　※ JIS A 6930　・ JIS Z 1702　・ JIS K 6781

　　　　　厚さ　・　　

気密材　　種類　・ JIS A 6930　※ JIS A 6111　・ 　

防風材　　種類　※ JIS A 6111　・ 　

防湿層　　※省略しない　・省略する

断熱構造とする部分に用いる床下及び小屋裏点検口　　・ 図示　  ・ 断熱防湿タイプ

気流止め　材料　　・　図示

天井断熱の場合の天井点検口　　・ 図示　  ・ 断熱防湿タイプ

断熱材及び防湿材の気密措置　・ 図示

断
熱
・
防
露
、
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事
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断
熱
・
防
露
、
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・　素地ごしらえ

・　錆止め塗料塗り

・　塗料

          木部

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

             種別　　　　　　　　　下地面等

※A種　・B種不透明塗料塗りの場合

　塗料の種別　　 工程の種別　　　　　　　　　下地面等

※B種　・A種透明塗りの場合

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種 

※A種　・B種　・C種 

※A種　・B種 ※1種　・2種

※B種　・A種 ※1種　・2種

※B種　・A種 ※1種　・2種

       － ※1種　・2種

※B種　・A種        － 

※B種　・A種        － 

        － 

        － 

・A種　・B種 ・C種 

※B種　・A種         － 

        － ※B種　・A種 

        － ※B種　・A種 

        － ※B種　・A種 

        － ※B種　・A種 

        － ※B種　・A種 

        －         － 

        － ※B種　・A種 

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　・C種

コンクリート面、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

モルタル面及びプラスター面

せっこうボード面及びその他 目地：継目処理工法
ボード面 目地：継目処理工法以外

鉄鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具以外 

※B種　・A種 

※A種　・B種

鋼製建具 ・A種　・B種 

・C種

・合成樹脂調合ペイント塗り

 (SOP) 

　　　　　　　　　　　塗装 　　　　種別 　 塗料の種類

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り(DP)
鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

ｾﾒﾝﾄ板面

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

・つや有合成樹脂エマルショ

  ンペイント塗り(EP-G) ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の鉄鋼面

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ラッカーエナメル塗り(LE) 

・オイルステイン塗り(OS) 

・木材保護塗料塗り(WP)

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装    とする。Ｇ

【18.4.1､2】

【18.3.2､3】

【18.2.2～7】

・　接着剤

・　ビニル床シート　Ｇ
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※ＦＳ（複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ）

種　　類

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　　・ 第三種

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする

特殊機能 厚さ（㎜）

※ 2.5

・ 

【19.2.2】

【19.2.2､3】

発泡層のないもの

発泡層のあるもの ・ 

・ 図示
・ 無地

・ マーブル柄

・ 無地

・ 柄物

・ 帯電防止

・ 耐動荷重

JIS記号 施工箇所 色　　柄

工　法　　※ 熱溶接工法　　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・ 帯電防止　　帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2～3.2未満

　　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10^7～1×10^10Ω程度

特殊機能

内
装
工
事

・　ゴム床タイル

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

【19.2.2】

・　ビニル床タイル　Ｇ

・　ビニル幅木

特殊機能 備考寸法 厚さ(mm)色柄JIS記号 施工箇所

・防滑性・ 柄物

・ 無地・ＦＴ ・300×300 

・450×450 

・帯電防止

・ 3.0

※ 2.0

・ 2.5　(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ 無地

・ 柄物

・ 2.0

・ 3.0

・ ＫＴ

・防滑性

・帯電防止・30×300 

・450×450 　(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ ＦＯＡ ・ 無地

・ 柄物 ・防滑性

・帯電防止・500×500 ・ 
　(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満
107

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

 　　　　　 ・ 　　

【19.2.2】

材質　　　・軟質　　・硬質 

高さ(mm)  ※60　　　・75　　・100 

厚さ(mm)　※1.5以上　・ 

【19.2.2】

取付箇所　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法（㎜）　　・図示による　・　

厚さ（㎜）　　※５　・　

・案内板　　　　　　　・庁舎案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・視覚障害者用案内板（※共通詳細図による　・図示による）

形状・その他　　　※図示による

・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

・非常用進入口　　　　・図示による

　案内用図記号はＪＩＳ２８１０による

形式 ・横型ブラインド ・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

スラットの材種

スラットの種類

スラットの幅（㎜）

アルミニウム合金製

※ギア式　・コード式

※２５　・３５

・アルミスラット・クロススラット

※１本操作コード式

・７５以上　・１００

材種 遮光性能　・　

品質

操作方法　・電動式　　・スプリング式　　・チェーン式

カーテン

施工箇所 きれ地の品質等（製造所） ひだの種類 開閉形式 カーテン操作方式

・片引き　・引分 ※手動　・電動

カーテンレール及び付属金物

付属金物形状仕上げ材料による区分強さによる区分施工箇所

内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

形式　※屋内用一般型　・密閉形

形式 材種 高さ(mm)柱径、肉厚(mm)

・上下式鎖内蔵式 ・ステンレス製 ・標準品 ・ ・

・スプリング式 ・

・

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

　                ・鋼管フェンス 　

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

・　ブラインド

・　ロールスクリーン

・　点検口

・　旗竿受金物

・　車止め支柱

・　フェンス

・　鍵

・　カーテン及び
    カーテンレール

２１

Ｇ

Ｇ

　路盤締固め度の試験　　※行う　　　・行わない　 

　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ 

　　　　　・図示 

　　　　　・　　　　　　　　

　　　　　・再生クラッシャラン 

路盤の厚さ　・図示　・ 

路盤材料　・砕石

試験 

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　・盛土 ・図示

・図示

路床の材料

     種別                               材料 厚さ(mm)

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ ・

・ ・

・遮断層 

・凍上抑制層 

・フィルター層 

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン　　・切込み砂利Ｇ ・図示

・

・図示

・ ・

  路床締固め度の試験　・行う　　　　・行わない 

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　　　・行わない 　　

  砂の粒度試験　 ・行う　　　　・行わない 　　

試験　

路床安定処理　　

  ・添加材料による安定処理

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　） 　　　　

　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・5以上　・　　　　　） 　　

　・ジオテキスタイル

 　 単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　・ 　　　　

    厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　・ 　　

    引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

    透水係数　　　　　　・1.5\U+00D710-1cm/sec以上　　　　 ・ 

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下） 

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量６％以下） 

・　路床

舗
装
工
事

・　路盤

市販品
図示による

図示による

（19.1.2）

（19.1.4）

（19.1.5）

【19.8.2､3】

【19.7.2､3】 【20.2.9】

【20.2.10】

【20.2.12】

【20.2.13】

【22.2.2､3､5】【表22.2.2】

【22.3.2～5】

【20.2.14】

・ 型板ガラス

・ フロートガラス ・ フロート強化ガラス

・ 型板強化ガラス

・ 熱線吸収網入り磨き板ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線反射ガラス

・ 熱線反射ガラス

・ フロート倍強度ガラス

映像調整　　・ 行わない　　・ 行う

反射皮膜面　　・ 内面　　・ 外面

高さ　・ 図示　　・ 

天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００

暗幕用は３００ｍｍ以上の召し合せの重掛けとする

床　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

材　種　・ ステンレス製 (SUS 304)  

・対人衝突防止表示　　・図示による

・ 庁名文字　　　　　　※標準詳細図による　・　

・ ピクトグラフ　　　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

・ 室名札　　　　　　　※標準詳細図による　・市販品

Ｇ

Ｇ

　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

　骨材　　　　　・道路用砕石　　　　　　　 

　アスファルト  ・ 再生アスファルト 　 　　・ ストレートアスファルト

材料 

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・ 

      区分          地域                    種類

表層 ・一般地域 ・密粒度アスファルト混合物(13) 

・細粒度アスファルト混合物(13) 

一般及び寒冷地域 基層 　粗粒度アスファルト混合物(20)

シールコートの施工　 ・行う　・行わない 

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない 

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

加熱アスファルト混合物等の種類

・寒冷地域 ・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

・　アスファルト舗装 【22.4.2～6】

・　窯業系サイディング

建具上部の雨水の排出路　　※　図示

シーリング材の目地寸法　　※　図示　　・　　

材料　　※　図示

（19.3.2）

材料　　※　図示

（19.3.3）
・　複合金属
    サイディング

材種　　　　　　　　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

端部フラットエンド　　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

型式　　　　　　　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　幅（㎜）　※約３５

・　階段滑止め 【20.2.6】

※ホワイトボード　ほうろう　形状・寸法は図示による

・黒板　　　　　　※焼き付け　色彩　※緑　形状・寸法は図示による

・　黒板及び
    ホワイトボード 【20.2.8】
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木造特記仕様書03

DRAWINGCHECK

鳥取県西伯郡大山町末長500

大 山 町 役 場

　　　　　　　　　・ 



木下地━

━

━

NO.SCALENAMETITLE ※

※

※

※

DRAWINGCHECK

大 山 町 役 場
鳥取県西伯郡大山町御来屋328

獣肉解体処理施設増築工事 仕上表 A3 　-

━

━

━

±０

±０

[　　]表記：設備工事

<　　>表記：別途工事

床　高

床　高

備　　考天井高廻　縁天　　井壁
Ｈ

腰　壁

内　部　仕　上　表

Ｈ
巾　木床

制限
内装

室　　名階

床　高

１階

━

━

━

土間コンクリート下地

土間コンクリート下地

土間コンクリート下地

３００

３００

３００

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

塩ビ

室名札天井点検口

１

１

倉庫

通用口

冷蔵庫

薄塗モルタルt3.0

エポキシ系塗床仕上げ

モルタル金ゴテ押え

━

━

■　材　料　記　号 ■　防　火　認　定　番　号 ■　内装制限（壁及び天井面の下地、仕上） ■　特　記　事　項

不　　：下地共不燃材

不　　：不燃材

：不燃　　ＮＭ－１８６４

：不燃　　ＮＭ－８５９９

：不燃　　ＮＭ－０４４１

：不燃　　H12.建設省告示第1400号ＰＢｔ１２．５、ｔ１２

ＰＢｔ９．５（不燃）

岩綿吸音板

不燃化粧ＰＢｔ９．５

繊維混入ケイカル板ｔ８

グラスウール

不燃ペフ

無機質クロス１級（下地は不燃）

無機質クロス ：準不燃　ＱＭ－９５６４

：不燃　　ＮＭ－９９１４

：不燃　　　ＮＭ－２９３９

：不燃　　H12.建設省告示第1400号

：不燃　　H12.建設省告示第1400号

塗料（下地準不燃）

化粧ケイカル板ｔ６　　　

塗料（下地不燃）

：不燃　　ＮＭ－４２２７

：準不燃　ＱＭ－９８１６

：不燃　　ＮＭ－８５８５

難　　：難燃材

準　　：準不燃材

１．天井点検口はアルミ枠の天井仕上同材とする。特記なき限り４５０角。

２．カーテン、カーペット類は防炎加工品とする。

４．ボードの目透し部は専用テープ＋塗装とする。

５．特記なき限りＬＧＳ間仕切は９０型、外壁廻り・柱型廻りはＬＧＳ５０型とする。

６．ＰＢｔ９．５は全て不燃とし無機質クロスは全て１級（下地不燃）とする。

※．壁、天井裏の断熱材は改正後のＪＩＳ規格による「Ｆ４スター」

　　の表示のあるＪＩＳマーク表示商品とする。

※．使用する建材は、ＪＩＳ規格による「Ｆ４スター」

　　の表示のあるＪＩＳマーク表示商品とする。

※．木製家具、木製建具等の材料は全て「Ｆ４スター」品を使用する。

ＲＣ　　鉄筋コンクリート

ＬＣ　　軽量コンクリート

ＣＢ　　コンクリートブロック

ＡＬＣ　軽量気泡コンクリート板

Ｓ　　　スチール

ＳＵＳ　ステンレス（特記なき限り３０４）

ＡＬ　　アルミニウム

Ｍ　　　モルタル

ＬＧＳ　軽量鉄骨

ＧＬ　　石こう系接着剤直貼工法

Ｗ　　　木製

ＶＣ　　塩化ビニル

ＰＢ　　石膏ボード

３．特記なき限りＳＵＳは３０４とする。

ステンレスt0.5貼り

耐水合板t12.0 耐水合板t12.0

━

プレハブ冷凍庫

２４００１３００

造作家具(収納棚)

━

外壁ウラメンアラワシ 屋根ウラメンアラワシ

━

―

補修の上エポキシ系塗上げ

２４００ ―

―

―

塩ビ

化粧石膏ボードｔ９.５

防水塗装

補修の上防水塗装塗上げ ２５００

(プレハブ内)

A-04

化粧石膏ボードｔ９.５

－２８０

耐水合板t12.0
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獣肉解体処理施設増築工事 全体平面図 A3 1/100
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獣肉解体処理施設増築工事 増築平面図 A3 1/50
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外部仕上げ表

▽設計GL

▽設計GL

屋根：嵌合式立平葺カラーGL鋼板t0.5+ゴムアスファルトルーフィング+野地板t12.0

立上り：モルタル補修

軒樋：カラー塩ビW110+SUS受け金物＠500

外壁：窯業系サイディングt14.0(塗装品)+木胴縁+透湿防水シート

▽増築部分 ▽既存部分

　西側立面図　

　東側立面図　

　既存北側立面図　

　北側立面図　

▽既存部分 ▽増築部分

A-08
獣肉解体処理施設増築工事

①

②

③

④

②

④

⑤ ⑥

⑦

唐草・唐草水切り：屋根同材

壁+壁見切り材：カラーGL鋼板t0.5曲げ加工

屋根+壁見切り材：カラーGL鋼板t0.5曲げ加工

鼻隠し：カラーGL鋼板t0.5曲げ加工

⑧

⑩

⑨

②

③

④

⑤
⑧▽水上

▽軒高

4
0
0

3
,
0
0
0

▽最高高

3
,
5
2
5

1
2
5

水切り：カラーGL鋼板曲げ加工t0.5
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▽最高高

▽FL
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600

矩計図 A3 1/20

既存窯業系サイディング(塗装品)

新設透湿防水シート(既存柱まで貼ること)

40

新設カラーGL見切り材

3
7

　既存壁取合い箇所詳細(1/10)　

新設柱
既存柱

40

45

A-09

▽軒高

床：モルタル金ゴテ押エ

　　土間コンクリートt120

　　防湿フィルムt0.15

　　再生砕石敷き(転圧)t120

巾木：薄塗モルタルt3.0

床：エポキシ系塗床

　　土間コンクリートt120

壁：耐水合板t12.0

腰壁：ステンレスt0.5貼り

　　　耐水合板t12.0

　　　木下地

屋根：巌合式立平葺きカラーGL鋼板t0.5

　　　ゴムアスファルトルーフィング

　　　野地板t12.0

既存基礎

差筋アンカーD10＠200

水切り：カラーGL鋼板曲げ鋼板

気密パッキン

木廻縁

梁：木梁

コーキング

　　　木下地

外壁：窯業系サイディングt14.0

　　　木胴縁(通気層)

　　　透湿防水シート

差筋アンカーD10＠200

既存水切り干渉部撤去

ゴムアスファルトルーフィング
既存外壁+新設屋根間に施工

通気見切り材

　　　垂木45×60

新設木胴縁

唐草：カラーGL鋼板t0.5

プレハブパネル

プレハブパネル

防水塗装

床：防水塗装

プレハブパネル

防水塗装

防水モルタル(排水勾配)

倉庫 通用口 プレハブ冷蔵庫 倉庫

差筋アンカーD10＠200

既存外壁一部撤去
撤去位置は現地調整の上決定

見切り材：カラーGL鋼板t0.5曲げ加工

天井：化粧石膏ボードt9.5 天井：化粧石膏ボードt9.5

軒ウラ：ケイカル板t6.0+EP塗装

軒ウラ：ケイカル板t6.0+EP塗装

唐草：カラーGL鋼板t0.5

鼻隠し：カラ-GL鋼板曲げ加工

鼻隠し：カラ-GL鋼板曲げ加工

軒樋:カラー塩ビW110
　　 SUS受け金物＠500

土間コンクリートt120

通気見切り材

壁：耐水合板t12.0

木廻縁

※立上り100以上確保すること

設置位置は現地調整の上決定

※施工図で最終確認

コーキング

1
,
0
0
0

防
腐

防
蟻

処
理

高

3
0
0

巾木：補修の上エポキシ系塗上げ



3.ドアの開閉方向は平面図による。
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※

※
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※

▽FL

1 2

3 4

5

目地棒

建具枠幅

内 外

ナシ

ドア厚幅

内 外

建具枠幅

1．建具の材質と符号       

複層ガラス

２．ガラスの種類と符号       ３．靴摺の材質及び形状       ４．特記事項            

２．マスターキー　　　　　　要　． 不要

３．ガラスシールは（防火　ビード又は一般ビード）とする

６．メーカー指定 　　　　　有　．　無

７．アミ戸の網　　　サランネット　．　ステンレスネット

(既存マスターに合わせる）

５．鍵収納箱      　　要　．　不要

符号 名称

数量

材質

硝子

場所

仕上

見込(ア)

靴摺の材質及び形状

備考

形　　状

寸　　法

一般事項

1.各建具寸法は全て枠内寸法を示す。

2.本表には造作家具の建具は含まない。 SD

AD 

WD 

TD 

STW

SW 

AW 

WW 

LSD

STD STS

SS

STG

SG 

AG

WG

F 

FD

S 

TB

S 

P 

D 

L 

TP

FL

F 

PW

FW

HP

HFW

HRS

HRB

S 

ST

A 

TB 

M 

W 

B 

ステンレス製扉

スチール製扉

軽量スチール製扉

アルミ製扉

木製扉

強化ガラス扉

ステンレス製窓

スチール製窓

アルミ製窓

木製窓

ステンレス製シャッター

スチール製シャッター

ステンレス製ガラリ

スチール製ガラリ

アルミ製ガラリ

木製ガラリ

襖

戸襖

紙障子

トイレブ－ス

透明ガラス

磨きガラス

型ガラス 

フロートガラス

強化ガラス

合わせガラス

網（線）入磨きガラス

網（線）入ガラス

熱線吸収ガラス

網（線）入熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス（シルバー）

熱線反射ガラス（ブロンズ）

スチール

ステンレス

アルミ

テラゾーブロック

モルタル

木

ブロンズ

1.操作金物の高さ　　　　　ＦＬ＋（　1.000　）ｍｍ
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SCALE

4.24時間換気ルートにアンダーカットを設けること。(換気図確認)

A3 1/100

７．オペレーター高さFL＋1300とする(施工時位置確認)
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角材：60角
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木造補足特記仕様書その1

１．一般事項

（１）適用範囲

本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。

・ は、適用項目を示す。

（２）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。

（３）施工図等の提出

工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモックアップの作成を行う。

プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（４）製作工場の選定、承諾

（５）各種試験・検査報告書の提出

施工者は、各種工事の試験、検査結果ならびに施工記録を提出する。

２　材料の品質

２．１　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

本項の内容は特記なき限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等の日本農林規格に準ずること。

柱、梁、垂木、筋かい、火打

品　名 樹　種 区分、等級 含水率 その他部　位

土台

構造用製材

構造用製材 ヒノキ

SD20又はD20

SD20又はD20

　 その他は乙種２級とする。

・ 主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

・ 乾燥の際背割りを行う。ただし、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

・ 含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率D25以下であることを確認する。

　 加工する。

・ 強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目割れ等に注意して材料を選定し、仕口や接合部に欠点が当たらないように

・ 材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材（LVL）

本項の内容は特記なき限り構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

部　位
品　名

等　級
樹　種

曲げヤング係数区分

水平せん断性能区分

材　面

品　質

接　着

性　能

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

放　散　量

構造用集成材 ２種 環　境　A

環　境　C

F☆☆☆☆

（３）構造用合板、構造用パネル

本項の内容は特記なき限り構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

部　位 品　名
強度

等級

曲げ性能基準

合板１級

板面

品質

接　着

耐久性

寸法（㎜）

厚（巾×長）

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

放　散　量

F☆☆☆☆屋根 構造用合板 ２級 － C-D 特類 12㎜

※　構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

３．材料品質の検査方法

２．２　ファスナー

設計図書に基づき、工場の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。

・ 記入無き梁桁、母屋、垂木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、見えない部分の木材は甲種３級とする。

木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その１）
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ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等に錆を生じるおそれのある場合は適切な

防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

標準めっき処理は、溶融亜鉛めっき：MFZn-C、電気めっき：EP-Fe/Zn　5/CM2とする。

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

種　類 材　質 適　用　径 使用箇所　頭部／胴部の形状

・ Ｎ釘

・ ＣＮ釘

・ ＢＮ釘

・ ＺＮ釘

・ ＧＮ釘

・ ＳＮ釘

・ 鉄

・ ステンレス鋼

・ 鉄

3.05㎜

N19 ～ N150

BN25 ～ BN125

ZN45 ～ ZN90

GNF25 ～ GNF125

耐力壁、床版、屋根

せっこうボード用

・ 木ネジ

・ 特殊ネジ

・ コースレッド

・ 軟鋼線材

・ 真ちゅう

ｼｰｼﾞﾝｸﾞｲﾝｼｭﾚｲｼｮﾝﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

（２）ボルト、ナット

種　類 材　質 適　用　径 表面処理、部品等級など

・ 呼び径六角ボルト

・ 有効径六角ボルト

・ 全ネジ六角ボルト

・ ステンレスボルト

・ アンカーボルト

・ SS400

・ SS400

・ SS400

・ SS400

・ SUS304

※　材質は綱、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

（３）座金

適　用 材　質 適　用　径 形状・表面処理　その他

・ 座金

・ 電気めっき

・ M8 ～ M24 ・ 角座金　・ 丸座金・ SPCC（JIS G 3131）

・ SPHC（JIS G 3141）

※　座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

ボルト径に対する座金の大きさ 8 10 12 16 20 24

4.5 4.5 6 9 9 13

50 60 80 105 125

6045 70 90 120 140

3.2 3.2 3.2 4.5 6 6

25 30 35 50 60

30 35 40 60 70 80

70

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

種　類 材　質 適用径・長さ 表面処理、その他

・ ドリフトピン（寸胴）

・ ドリフトピン（全ネジ）

・ スプリットリング

・ シアプレート

・ 木栓

・ SS400　SWRM8 ～ 12

・ SS400　SWRM8 ～ 12

・ SWRCH10R

　 （JIS G 3507）

・ SS400

・ 

・ 堅木

φ9 ～ φ19

φ16 ～ φ24

φ9 ～ φ19

φ64、φ102

M12 ～ M14

・ 電気めっき

・ 電気めっき

・ 電気めっき

・ 電気めっき

※　木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無いものとする。

（５）接合金物、鋼材

種　別 材　質 表面処理 適用、形状、その他

・ Ｚマーク

・ Ｃマーク

・ 引寄せ金物

・ その他の金物

・ 鋼材

・ 

・ 

・ 

・ 

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

　現場又は加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督職員に報告する。

また、監督職員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づいて、適時抜取り検査を実施する。

社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。

検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

確認する

仕　様
確認者

材種、等級

含水率
外観

検査

寸法

検査 表示
全乾重

量法

含水率

計
表示

静的

試験

動的

試験

含水率測定 ヤング係数測定

部　材

筋かい、火打

土　台
ヒノキ

E90　SD20

社　内

社　内

監督職員

監督職員

○

○

※　材種・等級は日本農林規格（JAS）表示の確認を原則とし、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

CN25 ～ CN150

N19 ～ N150

N19 ～ N150

N19 ～ N150

M3 ～ M36 ・電気めっき

・ SS400 形状は接合詳細図による。

※　監督職員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。

（コーチスクリューボルト）

・ ラグスクリュー

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、ジベル、シアプレート、木栓

　　標準仕様書に準じる。

　　・ 図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5㎜以下

　　・ 図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5㎜、－0㎜以下

（２）構造用集成材、構造用単板積層材（LVL）

構造用

構造用

構造用

構造用

集成材

ＬＶＬ

合　板

パネル

確認項目 確認方法

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

寸法、数量

寸法、数量

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

強度、ホルムアルデヒド放散量

（３）ファスナー

ファスナーの種類

・ くぎ

・ 木ネジ類

・ ボルト、ナット

・ 座金

・ ドリフトピン

・ コーチスクリューボルト

確認項目 確認方法

・ スプリットリング

・ シアプレート

・ 木栓など

・ 材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・ 材質、径、長さ、仕上げ

・ 材質、径、長さ、仕上げ

・ 材質、径、仕上げ

・ 材質、径、長さ、仕上げ

・ 材質、径、長さ、仕上げ

・ 材質、径、形状、仕上げ

・ 材質、径、形状、仕上げ

・ ミルシートの写し

・ 表示の確認

・ 木栓曲げ強度

※　設計図書に記載されたファスナーであることを確認する。

（４）接合金物

接合金物 確認項目 確認方法

・ Ｚマーク金物

・ Ｃマーク金物

・ 引寄せ金物

・ その他の金物

・ 鋼材

・ 材質、形状、仕上げ

・ 材質、形状、仕上げ

・ 材質、形状、仕上げ

・ 材質、形状、仕上げ、製造所

・ 材質、形状、仕上げ、溶接

・ ミルシートの写し

・ 表示の確認

※　設計図書に明記された接合金物であることを確認する。

　　同等認定品や性能認定品を用いる場合は、監督職員に承諾を得ること。

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

（１）木材の防腐・防蟻処理

・ 高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

・ 工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

　　ＪＡＳ保存処理剤：　・ Ｋ５　・ Ｋ４　・ Ｋ３　・ Ｋ２

　　ＡＱ認証保存処理材：　・ １種　・ ２種　・ ３種

・ 現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する。）

　　・ 塗布　・ 吹付　・ 浸透（処理量 300ml/㎡、処理階数２回）

　　　（日本しろあり対策協議会または日本木材保存協会の認定品とする）

使用部位 高耐久材 工場処理材 現場処理材

土台 ・ ヒノキ

・ Ｋ３　・ 

・ Ｋ３　・ 

・ Ｋ４　・ 

・ Ｋ３　・ 

外周柱下部１ｍ

水廻り

その他

・ 

・ 

・ 

・ 塗布

・ 

・ 

・ 

（２）土壌処理

・ 防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　）

　　特記なき場合は、日本しろあり対策協議会または日本木材保存協会の認定品、あるいはこれと同等以上の効力を有するものとする。

・ 防蟻薬剤による処理と同等以上の対策（　　　　　　　　　　）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺20㎝、束石等の周囲20㎝を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協議会の

（３）耐候処理（塗装）

・ 造膜型　　・ 浸透型　　・ 部位（　　　　　　）

５．木材の加工

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

・ 構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長

　　・ 軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5㎜以下

　　・ ボルト接合工法の場合：　±5㎜以下

・ 集成材、構造用単板積層材

　　短辺：　・ ±1.5㎜以下

　　長辺：　・ ±1.5％かつ±5㎜以下

　　材長：　・ ±5㎜以下　　・ 

・ ドリフトピンの穴径：ｄ±0㎜　　（ｄはボルト径）

・ ボルト穴径：ｄ＋2.0㎜　　（ｄはボルト径）

・ 製造工場の認定書等

　 の写し

・ 日本農林規格(JAS)

　 表示の確認

・ 立会い目視検査

材　料

・ 樹種、曲げ強度、比重

　　同等性能のファスナーを用いる場合には、監督職員に承諾を得ること。また、必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

・ 構造用製材、枠組壁工法用構造製材の断面寸法

（３）表面の仕上げ

・ 製材：　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

・ 集成材：　・　Ａ種　　※　Ｂ種

（４）面取り

・ 柱：（３）㎜

・ 梁：（３）㎜

・ 木材保護塗料塗り：　・　　

６．接合金物（製作金物）加工

（１）接合金物の寸法精度

ａ．製品の寸法精度

ｂ．ボルト、ドリフトピンおよびラグボルトの孔径

・ 中ボルト　　ｄ＋2.0㎜　　　　　・ ドリフトピン　　ｄ＋1.0㎜　　　　　・ ラグスクリュー　　ｄ＋2.0㎜

・ 高力ボルト　ｄ＋2.0㎜　　　　　・ アンカーボルト　ｄ＋5.0㎜　　　　　・ 

ｃ．孔あけ許容寸法

・ 孔芯ずれ　　±1.0㎜以内　　　　　・ 孔間隔のずれ　　±1.0㎜以内

（２）接合金物の溶接作業における技能資格者（以下、「溶接技能者」という。）

ａ．溶接技能者は下記の技術を要するもので、技量証明書、その他必要な書類を監督職員に提出して承諾を受けたものとする。

※ 幅、長さは、製作図寸法の±2㎜以内

・ 手溶接　　JIS Z 3801（溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

・ 半自動溶接　　JIS Z 3841（半自動溶接技術検定試験における試験方法及び判断基準）

ｂ．溶接技能者の技能に疑いを生じた場合は、工事に相応した試験を行い、その適否を判定し、監督職員の承諾を受ける。

（３）接合金物の防錆処理

７．接合

（１）仕口、継手の原則

　 引張り抵抗をする補強部材を併用する。

（２）釘接合

※ 仕口、継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、９．軸組工法接合部標準仕様書による。

※ 採用する方法は監督職員の承諾を得る。

※ 仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽子板ボルトや木栓など、

※ 釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

※ 釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

※ １箇所の釘の本数は２本以上とする。

※ 釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

　 用いるなどの方法による。

※ 構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。

※ 構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

※ 小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

（３）木ネジ接合

※ 構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

※ 小口面にねじ込まれた木ネジは、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

　　　　　　　　　 ：広葉樹･･･主材 0.8d、側材 1.0ｄ　 （ｄはボルト径）

　　　　　　　　　 　（先孔の深さは、主材のねじ込み深さの2/3程度とする。）

※ 木ネジの先孔の径：針葉樹･･･主材 0.6d、側材 0.8d　　（ｄはボルト径）

※ ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

※ ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（４）ボルト接合

※ 締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものであることを確認する。

※ ボルト接合部付近に節・目割れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

※ ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付けを完了する。

※ 締め付けを完了したボルトは、ネジ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

※ 一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直しを行う。

※ 胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

※ ネジ部の先孔の径：比重 0.4以上の樹種･･･ネジ径の60～70％

　　　　　　　　　 ：その他の樹種･････････ネジ径の40～70％

・ 製作金物の防錆処理は JIS K 5625 ２種または JIS K 5674 １種の１回塗りとする。

※ 自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機の圧力を弱めるか、最後は手打ちを

※ ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（６）ドリフトピン接合

※ ドリフトピンは孔に密着させる。

※ 一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直しを行う。

（７）ジベル接合

　 種類に応じた断面と余長をもたせる。

※ 接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

　 密着するよう締め付ける。

※ 羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれの仕様に基づき、接合両材の間が

（９）接着接合

※ 接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

※ 接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が

　 立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

（10）その他の方法による接合

※ 使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督職員の承諾を得る。

　　　　　　　　　 （長さはネジ部の長さと同寸とする。）

※ 木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打込みまたは圧入に際して割れを生じないよう、ジベルの

（５）ラグスクリュー（コーチスクリュー）接合

※ 構造耐力上主要な部分において、ラグスクリュー（コーチスクリュー）を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

※ ラグスクリュー（コーチスクリュー）の配置間隔は、縁距離及び端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準ずる。

※ ラグスクリュー（コーチスクリュー）は先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではならない。

※ ボルトやラグスクリュー（コーチスクリュー）等を併用し、ドリフトピンの変形に伴う部材の開きを防止する。

（6.4.6）

（表6.4.2）

（表6.4.3）（表6.4.4）

梁
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NO.SCALENAMETITLE ※

※

※

※

　　　　　　　・ 

木造補足特記仕様書その2

８．運搬・建て方

（１）輸送計画

部材の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分な検討を行う。

また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

・ 輸送計画書の提出（　　　　　　　　）

（２）集積・保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが発生するため避ける。

・ 集積場の確認（　　　　　　　　　　）

　　検討し、建方計画書としてまとめる。

　　アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、養生、安全対策などについて

（４）施工時の安全性

（３）建方計画

場合は監督職員の承諾を受ける。

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは柱に大きな引張り力を与えるなどの

また、強風などによる諸外力に対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

・ 施工時の安全性に対する検討書の提出　　・ 施工時荷重条件の通知

（５）アンカーボルトの施工

※ アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補強材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

※ アンカーボルトはダブルナットとする。　　・ 適用除外（　　　　　　　　）

※ 土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　　通り芯からの誤差　　　・±3㎜以下　　　・  

※ 柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する部位については下記の数値を受け入れ基準とする。

　　・ 柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2㎜以下

　　・ 柱隣接間中心距離の誤差e1　±2㎜以下
通り芯 

ａ：芯からの離れ　　　　　Ｌ：スパン距離

Ｌ±ｅ1

ａ
±

ｅ
2

（６）建方精度

・ 建物の倒れ

・ 梁の水平度

・ 建物のわん曲

（節点間のレベル差）

・ 柱据え付け面の高さ及び位置

　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　・ ±2㎜以下　　　・ （　　　　　　　　）

　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　・ ±2㎜以下　　　・ （　　　　　　　　）

　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　・ －5㎜≦⊿Ｈ≦＋5㎜　　　・ （　　　　　　　　）

※　建方精度に不具合が発生した場合は、速やかに監督職員に報告し、対応策を協議する。

（７）施工状況の検査

・ 目視による精度確認　　・ 計測機器による精度確認　　・ アンカーボルト径、間隔　　・ 施工者自主検査記録の提出（　　　　　）

・ 目視による精度確認　　・ 計測機器による精度確認　　・ 材料の加工寸法検査　　・ 施工者自主検査記録の提出（　　　　　）

・ 防腐・防蟻処理　　・ 材料の加工寸法検査　　・ ファスナーの施工状況　　・ 接合金物の施工状況

・ 施工者自主検査記録の提出（　　　　　　）　　・ その他（　　　　　　）

・ 施工者自主検査記録の提出（　　　　　　）

９．軸組構法接合部の標準仕様

（１）横架材同士の継手

地組み時の立会い検査

建方後の施工状況の検査

最終確認

工事中に発生するボルトの緩み、ファスナー及び接合金物に影響する材の割れ、接着面のはがれ等に注意を払い、不具合が発生した

場合は是正する。

補強の必要がある場合は速やかに監督職員に報告し対応策を協議する。

１．曲げ応力や引張り力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ

　せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

　長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

　逆せん断力と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

　柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

　　　　　　　　　　台持ち継ぎ

男
木

男
木

女
木

女木
女
木

男
木

　　　腰掛け鎌継ぎ

　　　腰掛け蟻継ぎ

 アンカーボルト

 男木  女木

 継ぎ手位置

 短冊金物

柱

・ 建方計画書の提出

※ 芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合わせて適切な機器等で正確に行う。

　　・ 通り芯からの誤差e2　±2㎜以下

建方精度基準は下記による。

アンカーボルト施工時の立会い検査

・ ｅ≦Ｈ/1,000　　　 　　・ （　　　　　　　　　　　　　　）

・ ｅ≦Ｌ/1,000　　　　　 ・ （　　　　　　　　　　　　　　）

・  　　　　　　      　  ・ （　　　　　　　　　　　　　　）

２．曲げ応力や引張り力を負担する継手

伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

追掛け大栓・金輪・尻狭み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

材幅
の
3～

3.
5倍

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

尻挟み継ぎ

鋼板挿入（ドリフトピン）

（２）柱の継手

伝達できるＭやＴは母材全断面２割以下と考えること。

やむを得ず柱の継手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

（３）横架材同士の仕口

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

逆せん断力と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

男木の梁せいが女木の2/3以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてもよいが、

そうでない場合は、男木のせいの2/3程度の顎をかける。

柱 柱

短ほぞ差し

ほぞ差し

大いれ小根

寄せ

ほぞ差し

　大いれ

　蟻掛け

柱

落とし蟻

落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

短期引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算または応力度計算により、必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し（ただし、柱勝ちの場合、落とし蟻または土台を寄せほぞ差しとする。）

２．土台の出隅入墨部

（４）柱と横架材の仕口

短期引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算または応力度計算により、必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

柱

横
架材

山形プレート

短ほぞ差し＋山形プレート

柱

横
架
材

長ほぞ差し込み栓止め

梁受け金物の例（既製品） 渡り顎掛け

2
/
3h

程
度

女
木

男木

女
木

男木

柱

羽子板ボルト 大入れ蟻掛け

既製品の場合は金物メーカーの許容せん断力の値を用い、特注品の場合は構造計算で許容せん断力を算出して安全性を確認すること。

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り顎掛け

逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大いれ蟻掛け又は片蟻掛け

（d：ボルト径、t：主材厚）

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大いれほぞ差し、梁受け金物

梁受け金物以外の仕口には、引張りの補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

傾ぎ大いれ短ほぞ差し

小胴付きほぞ差し

かね折り金物

短冊金物

（５）筋かい端部

平12建告1460号の例示仕様または同等品とする。

（６）火打ち、方杖

角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大いれ＋ボルト締めとする。

Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

風圧力による引張力の補強として、山形プレート金物同等以上で固定する。

筋かいプレート

（同等認定品）

傾ぎ大いれ

ボルト（M12標準）
もや

山形プレート

山形プレート

小屋束

小屋梁

（８）根太、垂木と横架材

落とし込み根太：横架材に大いれ又は根太掛け＋斜め釘

半欠き根太：横架材に大いれ腰掛け＋斜め釘

転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

垂木：横架材に垂木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

 根太彫り

半欠き根太
軒桁

垂木

 ひねり金物

（９）間柱と横架材

上下横架材に深さ３㎜程度大いれ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘

加力方向

 E
2P1P1E1

 P
2

繊
維

直
交

方
向

E
2

E
2

P
2

Ｅ１ 15d 10d

Ｐ１ 12d 10d

Ｅ２ 5d 8d

Ｐ２ 5d 8d

繊
維

方
向

繊　維 繊維直交

方　向 方　向

E1

E1 E1 E1

P2

P2E2

E2

E2

 P2

（11）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

繊
維

直
交

方
向

Ｅ１

Ｐ１

Ｅ２

繊
維

方
向

P1E1

 P
2 E1

e2
e
2

E2
E2

P
2

繊維方向 繊維直交方向

加力方向

7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

7d

t/d≦6 1.5d

t/d＞6 1.5dかつP2/2

7d

t/d＝2 3d

2≦t/d＜6 3d～5d

t/d＞6 5d

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

E1 P1

E1 P1

P
2

E
2

E
2

E1

P1

P2
E2

E2

Ｐ２ 3d
4d

1.5d（荷重非負担側）

　　　　　　根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本止め

P1 P1

（d：釘径）

（12）面材耐力壁

１．構造用合板・大壁造の場合 ２．構造用合板・真壁造の場合

150 150

15
0

1
50

15
0

1
50

土台

梁

6㎜
以

上

 釘 N50 @150

 構造用合板

 受材以外で合板を継ぐ場合

 胴つなぎ及び間柱45×100以上

土台

梁

 構造用合板

15
0

1
50

15
0

1
50

 釘 N50 @150

3
00

 受材 30×40

 釘 N50 @300

受材以外で合板を継ぐ場合 

胴つなぎ及び間柱45×65以上 

（13）水平構面

@9
10

910

910

@1
50

@150

@1
50

 釘 N75@150

60×45以上
 受材

構造用合板
厚さ24㎜以上

 本来の位置に釘を打つことができない時は

 移動して必要本数を満たすよう釘を打つこと

２．屋根水平構面　屋根仕様

構造用合板 厚さ12㎜以上

釘斜め打ち（3-N75）

ひねり金物ST-9又は同等品 

母屋位置

　　　＋釘斜め打ち（3-N75）

45
5

150

 垂木に釘 CN50@150

（14）柱頭・柱脚

１．土台用アンカーボルト

M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250㎜以上とする。

耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200㎜以内の位置に配置すること。

（ただし、ホールダウン用アンカーボルトを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）

200㎜
以内

座金：厚さ4.5㎜、40㎜角（Ｚマーク）

　　　又は同等以上

 M12アンカーボルト埋込長さ250㎜以上

１．2F床水平構面　構造用合板24㎜仕様

 軒桁、棟木位置には転び止め（垂木と同寸）を配置

 垂木－垂木間で釘斜め打ち（4-N75､表･裏に千鳥配置）

　　　軒桁位置

M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250㎜以上とする。

２．アンカーボルトの保持、埋込み工法　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

※ 受け材は柱や横架材にN75 @300以下で平打ちする。

（表6.5.1）

木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その２）

CHECK DRAWING
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木造補足特記仕様書その3

 羽子板ボルト M12ボルト

木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その３）

４．（は）山形プレート ５．（に）羽子板ボルト

 かすがい  Ｌ字型かど金物

 ZN65 横架材に5本、柱に5本

 山形プレートVP

 ZN90 横架材に4本、柱に4本

※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は

　　　　長さ50㎜径4.5㎜のスクリュー釘を１本追加すること

６．（へ）10kNホールダウン・引寄金物

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

 S-HD10

 M12ﾎﾞﾙﾄ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本
（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）

 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

 S-HD10

 M12ﾎﾞﾙﾄ2本もしくは

－柱脚－ －柱頭－

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

９．（り）25kNホールダウン・引き寄せ引寄金物

７．（と）15kNホールダウン・引寄金物

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

 S-HD15
 M12ﾎﾞﾙﾄ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

 S-HD15

 M12ﾎﾞﾙﾄ3本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

８．（ち）20kNホールダウン・引寄金物

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

 S-HD20

 M12ﾎﾞﾙﾄ4本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

 S-HD20

 M12ﾎﾞﾙﾄ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

 S-HD25

 M12ﾎﾞﾙﾄ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

 S-HD25

 M12ﾎﾞﾙﾄ5本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

 もしくはM16ボルト＋角座金

 もしくはM16ボルト＋角座金

 もしくはM16ボルト＋角座金

 もしくはM16ボルト＋角座金

DRAWINGCHECK

鳥取県西伯郡大山町末長500

大 山 町 役 場

２．（い）かすがい・短ほぞ差し ３．（ろ）Ｌ字型かど金物・長ほぞ差し込み栓打ち

獣肉解体処理施設増築工事
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獣肉解体処理施設増築工事 A3 1/50基礎伏図
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特記事項

【コンクリート】

基礎・土間　Ｆｃ21Ｎ/mm2（設計基準強度）　スランプ　18cm

【鉄筋】

D10～D13(SD295A)重ね継手

【土台用アンカーボルト】

Ｍ１２アンカーボルトは＠2,000以内に配置し、基礎への埋込長さは250㎜以上とする。

ホールダウン金物を基礎に緊結する場合のＭ１６アンカーボルトの埋込長さは360㎜以上とする。

　（柱脚部の短期許容耐力が25KNを超え35.5KN以下の場合は510㎜以上）

アンカーボルトの先端は、土台の上端よりナットの外にねじが3山以上出るように固定すること。

アンカーボルトの取付位置は下記の通りとする。（柱からのずれは200㎜以内とする）

耐力壁(筋かい・面材耐力壁)の取り付く両端の柱部分

土台の切れ箇所

土台継手・仕口箇所の上木側の端部

建物の出隅部分

設計GL+100

設計GL-180

■F1

■F2(既存基礎取合い)

2
8
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D13@200

D13@200
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■土間段差部分
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獣肉解体処理施設増築工事 A3 1/100梁伏・小屋伏図
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木材仕様 ■木材の品質

１．素材及び製材の品質は、日本農林規格（ＪＡＳ）の規定がある場合は、すべてこの規格に適合したものとする。

４．目視等級区分の針葉樹構造用製材規格については以下の通りＪＡＳによる。

５．仕口を固める楔，栓は堅木とする。又雇い材は骨組材と同材以上または堅木とする。

　　甲種構造材（構造用Ⅰ）　　甲種構造材（構造用Ⅱ）　　　乙種構造材

　　（短辺が９㎝未満の横物）　（短辺が９㎝以上の横物）　　　（柱材など）

　　□一級　■二級　□三級　　□一級　■二級　□三級　　□一級　□二級　□三級

３．見掛りの造作用柱,板用製材の品質は、製材のＪＡＳで定める上小節以上のものとし,心持材の場合は背割を行ったものとする。

２．構造材に用いる製材の品質は、構造用製材のＪＡＳに適合したものまたは製材のＪＡＳで定める１等以上としＫＤ材とする。

（１）合板の品質は、構造用合板若しくは普通合板等のＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

（２）構造用パネルの品質は、構造用パネルのＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

（３）ハードボード、硬質木片セメント板、シージングボード、石膏ボード、及びラスシートの品質は

　　　それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

（４）パーティクルボード、ＭＤＦ（ミディアム・デンシティ・ファイバーボード）の品質は

　　　それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

７．各種ボード類

６．構造用に用いる集成材は、構造用集成材のＪＡＳに適合若しは化粧ばり集成材のＪＡＳに適合するもの

　　又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。間柱　　　　　　：杉　30×105

柱　　　　　　　：杉１等　105×105

梁・桁・小屋束　：米松ＫＤ　Ｗ105

片筋かい（ 　 ）：米松ＫＤ　45×105シングル

吊木受け　　　　：米松ＫＤ　105×105

火打　　　　　　：火打ち金物

母屋　　　　　　：米松ＫＤ　105×105

垂木　　　　　　：45×60＠333

両筋かい（ 　 ）：米松ＫＤ　45×105ダブル

既存建物
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240
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2
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0

∴ ＯＫ∴ ＯＫ

∴ ＯＫ

∴ ＯＫ∴ ＯＫ

∴ ＯＫ

※判定基準　各階、各方向ごとにそれぞれの壁量充足率γ≧1.0、または壁率比≧0.5ならばOK

側端部分（左） 側端部分（右）

Y方向X方向

側端部分（下）

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

γ

側端部分（上）

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

壁率比

壁量充足率

必要壁量

（㎡）

床面積

（ｍ）

（ｍ）

存在壁量

■ 平成12年建設省告示第1352号に基づく軸組の配置チェック

∴ ＯＫ筋かい　120/45 S

筋かい　 90/45 W

▽
▼

2.0

倍率

Y方向（はり間）X方向（けた行）Y方向（はり間）X方向（けた行）

Y方向（はり間）X方向（けた行）Y方向（はり間）X方向（けた間）

4.0

X方向（けた行）、Y方向（はり間）

壁長（m）壁長（m）

計算

設計壁量

計算

必要壁量

風圧力に対する必要壁量（ｍ） 必要壁量（ｍ）地震力に対する必要壁量（ｍ）

必要壁量（ｍ）

必要壁量（ｍ）

係数（ｍ/㎡）見付面積（㎡）

必要壁量（ｍ）

係数（ｍ/㎡）見付面積（㎡）
床面積（㎡）

１階

階数

係数（ｍ/㎡）

有効壁量（ｍ）階数 耐力壁の種類 倍率

１階

判定

倍率

∴ ＯＫ

M12ﾅｯﾄ締め

M12ﾅｯﾄ締め　ZS50釘打ち

（に）羽子板ボルト（M12）

（ほ）羽子板ボルト（M12）

（ろ）かど金物

（ＣＰ・Ｌ）

（ＣＰ・Ｖ）

（は）かど金物

入れた軸組　　（4.0）

（2.0）

断面寸法45×90以上の木材の筋ｶｲをたすき掛けに

断面寸法45×90以上の

※筋ｶｲの継手及び仕口の構造方法については、建告第1460号に基き施工すること

（HD・B15）ﾎﾞﾙﾄ3本

（と）ホールダウン金物

その他の軸組の端部の柱出隅の柱

平屋部分

木材の筋ｶｲを入れた軸組

その他の柱

筋ｶｲの下部が取り付く柱

柱の位置

（倍率）

壁・軸組の種類

接合金物凡例

 26.17　×　0.50

＝  13.09

92.17　×　0.50

＝ 46.09
∴ 46.09

 154.34　×　0.25　＝  38.59
 38.59 ＞ 13.09 

∴  38.59

 38.59 ＜ 46.09

 3.64 × 4.0 ＝ 14.56

18.42 × 2.0 ＝ 36.84
計　 51.40

7.92 × 4.0 ＝ 31.68 51.40 ＞ 38.59 

7.51 × 2.0 ＝ 15.02

1.82 × 4.0 ＝  7.28

22.30

6.97 × 2.0 ＝ 13.94

1.82 × 4.0 ＝  7.80

21.74

40.40 × 0.11 ≒ 4.44

21.74 ／ 4.44 ≒ 4.90

40.40 × 0.11 ≒ 4.44

1.60 × 4.0 ＝ 6.56

4.77 × 2.0 ＝ 9.54

16.10

33.12 × 0.11 ≒ 3.64

22.30 ／ 3.64 ≒ 6.13

 4.90　／　6.13　≒　0.80　≧0.5

33.12 × 0.11 ≒ 3.64

16.10 ／ 3.64 ≒ 4.42

3.35 × 4.0 ＝ 13.40

5.04 × 2.0 ＝ 10.08

23.48

23.48 ／ 4.44 ≒ 5.29

 4.42　／　5.29　≒　0.84　≧0.5

12.33 × 2.0 ＝ 24.66

計　 56.34

56.34 ＞ 46.09
26.17㎡

92.97㎡

はり間
けた間

左：33.12㎡ 右：40.4㎡

上：33.12㎡

下：40.4㎡

既存建物
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梁 小屋束

　梁伏図(100/1) 　小屋伏図(1/100)
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獣肉解体処理施設増築工事 A3 1/50

電源

製品名

形名 HUS-11FC-UCI

消費電力 1.39KW(66Hz)

三相 200V 60Hz 

1.495KW(庫内温度-20℃ 66Hz)

外形寸法 幅940×奥行320×高さ795mm

冷媒 R448A

冷凍能力

HUS-15FC-E

冷凍ユニットクーラー

単相 200V 60Hz

幅1030×奥行435×高さ414mm

製品名

形名

冷凍コントローラ

設定温度範囲

室

外

機

制

御

盤

室

内

機

外形寸法

除霜方式 ヒータ式

冷凍インバーターコンデンシングユニット

外形寸法

電源

形名

製品名

制御ボックス 幅295×奥行103×高さ360mm

操作ボックス 幅140×奥行24×高さ150mm

HUS-C-CB

-30～-4℃

製品名

形名 PF-26.2CC-1.41

プレハブ冷凍庫

外形寸法

断熱扉

パ

ネ

ル

電源 単相100V 50/60Hz

ベース材

パネル厚

結合方式 コーチボルト

表面材 内外面共 カラー鋼板（抗菌防カビ仕様）

リリーフ弁(36W) 1個

付属品 庫内灯(ＬＥＤ灯4W) 2個

扉枠ヒーター(37W) ズリゴムヒーター(20W)

幅2400×奥行1900×高さ2880mm

100mm

有効開口 幅845×高さ1924mm 片開ズリ扉 1枚

重荷重樹脂製 60H

フロアヒーター(53.9W) 1枚

掘下280mm 庫内埋込120mm 仕上内高2500mm

スリットカーテン 1セット

※パネル割は参考です

コンデンシングユニット　HUS-11FC-UCI

FL FL

B

A

平面図

A矢視立面図 B矢視立面図

6
0
0

フロアヒーター

フロアヒーターフロアヒーター

ズリゴムヒーター線

ドア枠ヒーターSW

ドア枠ヒーターSW

スリットカーテン

リリーフ弁

リリーフ弁

リリーフ弁

制御ボックス

HUS-C-CB

制御ボックス

HUS-C-CB

セーフティーランプセーフティーランプ

セーフティーランプ

スリットカーテン

スリットカーテン

庫内灯

架台

C-NZJ5-L2

庫内灯庫内灯

庫内灯 庫内灯

制御ボックス

HUS-C-CB

ユニットクーラー

HUS-15FC-E

ユニットクーラー

HUS-15FC-E

ユニットクーラー

HUS-15FC-E

照明スイッチ

リモコン

ドア枠ヒーターSW
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A-18
(参考)プレハブ冷蔵庫図
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獣肉解体処理施設増築工事 電灯コンセント図 A3 1/100
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3.74㎡ (冷 蔵 室 内 寸 )

4 . 1 6 ㎡
(上部通用口含む)

1 2 . 4 5 ㎡

冷蔵室

通用口

倉庫

既存建物範囲増築建物範囲

WH WH 既設計器（L･M）

既存建物の範囲を示す。

3

2E

F2.0

F2.0
100V 0.1558kW
冷蔵室(100V部)

露出BOX HIVE22立上

G201

3

324

♪

3
3

C691

移設の為取り外し･不要配線仕舞い
G201G201

G201用スイッチ撤去･1個用プレートに交換

移設照明器具取付
G201

電灯分電盤

電灯分電盤

既設配線変更図

Scale:1/100

1φ3W
AC200V/100V - 60Hz

3P100AF/100AT
ELB

30mA
中性線欠相保護付

回路
No.容量

負荷名称

プラグイン式
東側 電灯・換気扇

20

(A)

100

電圧
(V)

101

回路
No. 容量

負荷名称

プラグイン式
西側 電灯・換気扇

20

(A)
電圧
(V)

102

20 100 301 20302

20 100 303 20304

20 100 305 20

20

20

20 100

20

既設分電盤 単線結線図

R-N N-T

EM-CET38sq

計器箱より

306

308

312

314

307

309

311

100

100

100

100

200

100

事務室コンセント・警報盤 事務室コンセント

前室・廊下　コンセント

浄化槽ブロアー

エアコン

倉庫　洗濯機

ウォシュレット

高圧洗浄機

トリミング室　電動ノコ

一次処理室・トリミング室

包丁殺菌庫
20310 100

20
事務室　RAC-1

313

ガス給湯器
315 20316 100

20

20

317
エアコン

熟成庫・包装室 計量プリンター

金属検出器・急速液体凍結機
100

318 2010020 100

ED

E5.5

接地集合端子

319 320 2010020 100

321 322 2010020 100
更衣室

323
倉庫 電灯コンセント

324 2010020 100
倉庫 冷蔵庫(100V電源部)

325 326 2010020 100
予備

327 328 2010020 100
予備

トリミング室　RAC-1

エアコン

二次処理室(西側)　RAC-2

エアコン

包装室(西側)　RAC-2

予備

予備

20100

100

100

100

SP SP

SP SP

エアコン

一次処理室　RAC-2

エアコン

二次処理室　RAC-2

エアコン

包装室(東側)　RAC-2

殺菌灯・捕虫器 殺菌灯・外部防犯灯

コンセント盤 包丁殺菌庫　コンセント

コンセント 冷蔵庫照明

コンセント コンセント

コンセント

ミニキッチン

323

102

ｉＤシリーズ直付型　６９００ｌｍタイプ

パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＺＥＮＴＬＥ９

Ａ691

ＨＡＣＣＰ向け照明器具クリンフーズシリーズ

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
カバー：アクリル（透明・帯電防止処理）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

倉庫照明　LED 40形 Ｂ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０以上
器具光束２８０ｌｍ、消費電力６Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、熱線・明るさセンサ付、防雨型、ツマミネジ方式
本体：プラスチック（ホワイト）
カバー：アクリル（乳白）
点灯照度調整機能付

ＬＥＤポーチライト

パナソニック　ＬＧＷＣ８０３５０ＬＥ１

新設 倉庫×2 移設　ポーチライト(G201)×1

ＬＥＤ ６．０Ｗ　拡散タイプ

熱線・明るさセンサ付

EET
換気扇用

L(4A)

扉上取付

ｉＤシリーズ直付型　２５００ｌｍタイプ

パナソニック　直付ＸＬＸ４２０ＺＥＮＴＬＥ９

Ａ251

ＨＡＣＣＰ向け照明器具クリンフーズシリーズ

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
カバー：アクリル（透明・帯電防止処理）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

倉庫照明　LED 40形

新設 通用口×1

A691A691

A251

※空き回路へ新設接続･名称変更 ※空き回路へ新設接続･名称変更

冷蔵庫設置位置中心・天井裏まで配線を行い、
天井より3m、ケーブルを降ろしておくこと。
(接続は別途冷蔵庫工事)

EM-EEF1.6-2C 天井ころがし

〃

〃

〃

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C(1Cア－ス線)

EM-EEF2.0-3C

１．図中配線は、次による。

F2.0

特 記

凡 例

記　号 名　　　称 摘　　　要

3W15A

1P15A

3

1P4A(L)

埋込スイッチ

　　〃

　　〃

図中記号は、次による。

電灯盤･動力盤

LED照明器具

　　〃

天井直付型 別図参照

壁直付型 　別図参照

換気扇 別図参照

壁付露出型 傍記は盤名称

L

2E

EET 　　　〃

2P15A(E)×2

2P15A(E),ET

埋込コンセント

F2.0



動力分電盤

既設エアコン室外機移設図

Scale:1/100

室外機 撤去移設

室内機 一旦取外し･復旧
冷媒管 内部取り回し変更

室外機 移設
架台･冷媒管共

B

EM-CE5.5-3C+E1.6

3P3E30AF/20AT･ELB30ｍA

幹線分岐 主幹2次BUSより分岐

冷蔵庫上部高さに取付
給気ガラリ×2

名　　　称記　号

1

室　　名 台　数仕　　　 　　　様 参 考 品 番　・　付 属 品

EF 有圧換気扇 格子タイプ・電動シャッター付 20cm 金属製軸流羽根

単相 100V

有圧扇本体 EFG-20KSB2-W １

OA
1

給気ガラリ ２ネットフィルター付風量調節形　ダクト径 φ150 P-18GLMF5

W-20SBFMKT有圧換気扇用 ウェザーカバー 20cm SUS高耐食タイプ　FE-1

増築倉庫　換気機器表

１

倉庫（増築部）

ﾌｰﾄﾞ及びｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ指定色塗装なし

P-18JSQ給気ガラリ用 深形フード SUS 防虫網10M　φ150　OA-1 ２

1
EF

OA
1

OA
1

取付木枠 PS-20KW3 １

倉庫（増築部）

倉庫（増築部）

倉庫（増築部）
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5 . 2 3 ㎡

3.74㎡ (冷 蔵 室 内 寸 )

4 . 1 6 ㎡
(上部通用口含む )

1 2 . 4 5 ㎡

冷蔵室

通用口

倉庫

既存建物範囲増築建物範囲

冷媒管･スリムダクト撤去処分

冷蔵庫設置位置中心・天井裏まで配線を行い、
天井より5m、ケーブルを降ろしておくこと。
(接続は別途冷蔵庫工事)

既存建物の範囲を示す。

既設計器（L･M）

EM-CE3.5sq-4C(1Cアース)コンデンシングユニット
3φ200V 1.725kW

WHWH

A3 1/100動力空調・給排気図獣肉解体処理施設増築工事

増築建物範囲 既存建物範囲
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※既設配線再用の場合は結線を確認すること。

既設事務所警報盤

AE1.2-2C警報接点出力(無電圧A接点)

既設アラーム盤･入力No.3に接続
内蔵小型アラーム盤 ARM-4N(河村電機)

１ Ｃ ２ Ｃ ４ Ｃ １ ０ ０ Ｖ ２ ０ ０ Ｖ

Ｂ Ｚ

Ｓ ． Ｓ Ｗ

Ａ Ｃ ２５０Ｖ １Ａ

１
Ｏ Ｌ

２
Ｏ Ｌ

３
Ｏ Ｌ

４
Ｏ Ｌ

Ｂ Ｚ

Ｂ Ｚ
設 定 Ｓ Ｗ

Ｇ Ｌ

（ １ ～ ４ ）
警 報 信 号 入 力 （ 無 電 圧 ａ 接 点 入 力 ）

１ ２ ４

３ Ｃ

３

Ｘ １ Ｘ ２ ０ Ｖ

３ －
２ ８ Ｚ

一括警報
322
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ブ
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庫

冷
蔵

庫

(既設) (既設) 新設

空き入力No.3（3-C)に接続

別図参照

チャイム設備接続図

冷蔵庫アラーム配線接続図

既設アラーム盤(ARM-4N) 事務所警報盤内取付

323

323

Ｆ

ＢＣ

３

１

４

Ｄ

２

１００

１
４

０

Ｇ

Ａ

Ｅ

符号 名称

４ -

カートイン冷蔵庫　警報１

冷凍庫　警報２

倉庫冷蔵庫　警報３ ←追記

既存建物範囲増築建物範囲
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既存建物範囲増築建物範囲

(既設撤去移設)

既設押釦撤去図

Scale:1/100

押釦撤去

C(新設) A(既設)B(既設)

既設配線

撤去押釦配線と接続

♪

切断･新設部分へ延長

(E-01参照)

1:黒

2:白

1:黒

2:白

♪

増築部分に移設

再取付

冷蔵庫設置位置中心・天井裏まで配線を行い、
天井より3m、ケーブルを降ろしておくこと。
(接続は別途冷蔵庫工事)

新設冷蔵庫 制御ボックス

マイコンボード

CN4:異常警報接点(A接点出力)

CN18:異常高温警報接点(A接点出力)

電線色:桃色×2

電線色:水色×2

ジョイント 一括警報として出力
AE1.2-2C

WH WH 既設計器（L･M）

既存建物の範囲を示す。

♪
既設押釦

既設呼鈴A

既設呼鈴B

A3 1/100弱電図獣肉解体処理施設増築工事

増築建物範囲 既存建物範囲
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(既設)(移設再取付)

EC710K EC710K EC710K

端子番号「1」「2」極性は3台とも揃えること。

2:白

1:黒

2:白

1:黒

A
C1

0
0V

2

1

AC100V

A
C1

0
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2
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A
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0
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2
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AC100V

新設配線

新設配線

100V

100V

既
設

配
線

既設配線

2:白
1:黒

2:白
1:黒

2:白
1:黒

新設呼鈴C

移設押釦

♪

新設配線

撤去押釦配線に接続

100V

冷蔵室
5.23㎡

3.74㎡(冷蔵室内寸)

通用口
4.16㎡

倉庫
12.45㎡


